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長崎造船所施行
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貨物船・貨客船 舶用ターピン
漁船・起重機船3600,2400,1700.1400H.P

主復水器・エアエジエクターー，
渡深船・其他

舶用ヂーゼルエンジン
（旧尼川皀圭舵所） 漁船用120-250H.P.(標準型）
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牢．和丸。（關西汽船）

昭和23年2月

三菱重工廣島造船所建造

，長60.00m

幅9.80m,
I4.80m

，

深・‐

總噸数 925T

速力 13．5kn

機開(ヂーゼル)850HP ’一
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七幅丸（藤山海運）

昭和24.年2月竣エ

三菱重工廣島造船所建遥

長85.00m

幅．，8．00m、、

深、6．･50m

・總噸数1,990T

速力 12･kn

機關(レシプロ)1,200HP
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伏見丸（日本水産）
昭和24年2月竣工

三菱重工長崎造船所建造
長･38.50m

幅7.20in

・深4．05m

総噸數273T

速力,1,.5kn･
機關(ヂーゼル)550HP
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幅12.25m
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第3次C型貨物船(KC10)

明天丸進水

〈明治海運〕

三井造船玉野製作所-

1-14起工，24－42進水,7-20完成豫定
麓。

長_'105.00m-
b氏

幅15.40m、

↑零8.30m
總噸数3,650T

戦貨重量5,500t'
l

日立タービン定格2,200HP
団－

．最大2,800HP.

日立水管罐2基

速力航海速力．11.5kn
~

最大速力13．8kn

’
、

／’
23－1

’

１

主機

ｂ
■
ｒ
ｈ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｈ
Ｂ
Ｌ
Ｔ
８
り
り
８
１
１
卜
●
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｈ
Ｂ
■
Ｉ
Ⅱ
ロ
■
■
■
■
■
■
■
Ｈ
ｒ
ｌ
Ｐ
ｌ
０

、

L ～ 一一●｡

、。

も

第三天洋丸（大洋漁業）

昭和23年12月20日竣工

川崎重工艦船工場建造

長99．80m

幅.1500m

深･8.00･m

總噸数/3,689T

速力13kn

機開（マ式4號ヂーゼル）
!2,250HP
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右近丸（日鋤召舶部）
昭和23年12月10日竣｣ニ

三菱重工鹿島造船所建造、
長49.00m

幅8.50m

深3660m

總斌数-W498T

速力10kn.

機關(レシプロ)450HP

（鋼鐵運搬専用船）
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紹限j油清浮携，
(100LIH-1000L/H-2500L/H-4000L/H)
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三菱化工機株式會註
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山型 舶用水管式汽罐
本罐の特長

】直管ヲ使用シテオリマスカラ補
修力簡易デアル

2効率力優秀デアル

35號縦ノスベースニモ2縦並列サ
レ同錨以上ノ効率ヲ得ラレル

詳紳､御照會ヲ乞う
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’ 横山工業株式會誰｜

惹墨謡｜
東京都中央厘日本橋通一丁目六番地

電話日本橋(24)122.123.127.1386139.5753
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日本の貿易は戦前から輪入超鐡冒あった｡所謂入超賀兎に角長い間の幾多の先誰の苦心經誉の結晶が戦前の
筆揚尻の決濟を何に依るべきかは由來國策上の問題として・日本の造艦技術の水準を高め造艦技術と併行して~細
論議されて來たのであるが,戦前優秀な我が國商船隊の船の建造技術が昂揚されたと老へる。
．あげる運賃收入は貿易外收入としての唯一の財源であつ船禮部に於ても溌關部に於ても民間進路所で軍繼と商
、たら即ち戦前世界第三位の満蓮國として測厩喝した我が國・船と併行に建造して居た虚では相互に刺激し合ひ両々 相

の海蓮ほ，日本の貿易の大半を自國船により賭ひ且世界侯って技術の向上が行れた。商船に於ても客船と貨物船
各國間貨物の輸邊に當り外貨礎得に貢献して居たのであ（油槽船も含む〕とに分けて老へる必要がある。

一軍l

る。先ず客船では昭和三年から始められた浅間プ1級三隻建

以上は駿箏前の日本悔蓮の輝かしい姿であるが筆者は造営時に雄て，船禮機關の相當の部分を賦洲から輸入し
その優秀な海運を生設出した識掴篭船技術の過去と猪た°、〆

來を展望してふたLtpである。これは當時の日本の遼船關聯工業の水準が低かった爲
×× ‘ノであったが，艦の出來榮へ並びに就航成績に於-て-は船主

自本蝿船蹴愉は遜去七十年の長い歴史を持って居るの合理的蓮管と相俟って大ZF洋上のブﾙーﾘボﾝを誇つ
が今次戦争の直前に於ては正に世界の最高水準に到達したのであった。
で居たと考へられる。一口に造船技術と言ふ内にも海軍

ルマ

戦零直前の出雲丸級に於ては船魁機關共最高の水準

艦艇を建造する造纒技術と一般商船を建造する造船技術を示すものであつだが，.その勇姿は見る事が出来なかつ
どの二つに分けられる。終戦後の今日戦争を放棄し本日′た｡今日繊濱のメリケン波止場にプレジデント級の豪華
本力慥艦鋤腫をかれこれ論ずるのは死兒の年齢を算へるな客鋸が績着けして居る｡彼等に若干の嫁新な装備を見
に等しいけれども在りし日の日本の海軍の逵艦技術は蓋るけれども驚くには足らない｡日本の遥船技術た戦争と
し輝しいものであった。脆くも米飛行機の餌食となったいふブランクがなく進歩のカーブをそのまま延長して今
一戦艦"武職，"大和"の性能に就いては秘密政策のため闇日に至るとせばプレジデント級が何隻來航しても決して

〃

から闇に葬られて－般世人には知られて居ないが，嵩時ひけをとらなかったであろう。國力の相違から客船の隻
腱於て世界最大最渥の戦鑑であった。巡洋艦に於ても制数に於て敗るとしても其の技術に於て劣る訓ま決してな
限ぜられた排水鑓一蔑噸の範園内で攻蕊力,防禦力,速い筈であった｡星條雄を雛して岸壁に横ほるプレジデ琢
力の三熱の何れの熱に於ても世界の驚異であった｡ﾄと歌が國の客船で今日唯-隻生き残った氷川丸が遥か

､鼠&鞠感麓麓鱸諺昆藤蕩菫警脇鱗鰯鰯灘繍簔麓鴬
“レキ愛シ恥ン”“サ’ウスダコタ”に比し我が"武藏"の蓋し世界的に最高のものであった。O､S.K，の畿内プL級
進水重量は断然~萬噸許り彼の其れを凌龍して居たのをの高速貨物船が始めてｱﾒﾘｶの錐に現れた時,篭異畦r

知り，叉彼我の進水技術の地陵に於ても彼は麓嘆してお'の眼を承はりセンセーションをおこし新聞は大きく雷きった。
立てた相である。これどそは最初の許謎及注文を發した

幾多の遥鋤術者が心血を注いだのは蓋し偶然の事で船主の卓越せる先見と相俟って紳と建謹見た戦前‘？
ほない｡認､88鍵嶬営時から軍続會議に於る蒋軍の艦我國の世界に誇る造船技術の在りし日の面駿で塗る。筆
政並に造艦銭術の歴史を老へるならば，幾多の造艦技術者は或るアメリカ海運關係のバイヤーから聞いた事があ
渚の蕊まざる努力苦心の事鐵が日本の造船歴史の頁を飾る。その入の船會賦はサンフランシスコにあり何時もそ
る事と恩ほれるがそれは筆者の取扱ふ問題ではない。の曾賦船の繋留される隣の岸壁にN.Y.K.の船が繋留
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された。彼は暇のある毎に見學に行ったが日本の高速貨道はない。其の他扇瞭材の面動力の面で造船業者の直
物船の優秀性には常に驚嘆して居た｡最近話題を賑はし面する職は山稜するが,､工夫と研究によ.り悪條件を克
て居る輸出船もあの程度の出來榮ﾍが望ましいとの事で服して技術の向上を計るのが造船業者に輿へられた使命
あった｡単に彼のゑでなく日本に來て居る澤山のパｲﾔである｡官民合同の_大研究機關として綜合酌分科的の
-r(X,戦前の日本の造船技術を十分認識して居る筈であ研究磯關設置を提唱するものであ･る。
る 。匙 ××

X× 戦後日本の商船現有逓は約130識緋碩であるが奨め内
。"．。－－－

筆者は種々 戦前の技術rこついて述べた。然し問題は戦70％は戦時標準船の劣悪船に厨し30％は船齢25年を
．､季と言ふ長いzランクの後の今日の技術にある。プラン超ゆる老朽鵬である。’5隻の賠償の網にか上って居る
クそれは単なる停止ではない｡戦時標準船と言占靭悪船船も含んで居る｡現在人口7500菖人とし-ご總噸鞍-噸
'Q多量建造のため造船技術の低下及び關聯諸工業の全面當り人口60人の割である｡昭和'屋年戦争直前噸雛
、的の質的退歩と言ふ過程を經て戦後四年を迎へた今日で保有量は優秀船を含めて600萬噸あった皀jち瀞頓’噸〈
簿ある。日本の鋤間業者は聯合軍の諸種の制約の下で,こ當り人口.12人であった｡昭和5年頃の人口650d禽人
の四年の間戦前の技術を取戻すため懸命の努力をして來の時に於ける船腹虹7萬噸の時代に於ては總噸'噸當り

・〆

16人であった｡-以上の数字を謝勃ﾐのそれと比較う-るのゞた。、

土木とか建築とかの他の一認工業に比較して遥船業憾は無謀であろうけれども'將來日本が擶立國家として文
此纐，早期に恢復の域‘ご達した部面と達しつ上ある部面化生活を管象得る爲には相當量の船腹を要する事億結論、
、とがある。最近竣工した貨物船を例にとると士官室の配として出て來る。
樋にしても食堂の装飾にしても父日本杉走はあるが張り近い將來の人口を850，蔑人として1綱頓當り精々 20
つめた木甲板にしても戦前の新遥船に匹敵する優霧職人位を想定すれば現有船腹量の三倍は必要となるである
洲出現しそ義ゑのである。然し優秀な船舶とし‘て必要な；･
礁件即ち經濟的の船舶たらしめるには織多の問卿窪”昭和23年度に總司令部から許可された剰懲曾計喪15
‘されて居る。蔑噸の興字を以て識Lぱ今後'0年では右の船腹識充嘩･'．
‐建造船便を低廉にする事,運航嫁働率の大なる事，こ絶對不可能である。
れらの締を充たすためには幾多､研究課題が翠げられ その上現存の老朽船腹は毎科目當量織溌船として難

もるj第一には設計の向上これには水槽試驍の如き基本設から脱落するであろうっそれを考慮に入れる力yらぱ今僅
計の再考と共に船殻艤装設計の技術的向上を必要とする。日本が生きて行く篤には相當塗の新遥船計謹が必要とな 一℃

造船所の設備の充賞整備も必要とする。同時に工作技術る。これI弓は諸種の制約が加重される事は勿論で謬る。
に於て眞に日本復興の_認を擬ふ決心を以て〒工員に至戦後の日本繩蹴る物資の莫大なる荊霞の中相僅の、
るまでの良心的な工作を必要とする。一方幾十に餘る遥額が海上運賃であり，それが全部外國船により運航され
船に關聯ある諸工業即ち粗材工業と共に,蝿メーカー‐て居る斑維ある｡蝿iの状態に恢復ずるまでにはゆか、
寵機業者等の揮然一燈となる技術的協力態勢が必要であなくとも輸入物養の運賃臓我が函船舶に噸も日の一日も
．､る｡剰悪な鋳鋼識鋼品又は鐵仮に苦心の工作を施して不早く來ることを期したい｡輸出物資も勿論である。
良の結果を拓いた經駿幟筆者のみではないと恩ふ｡H鵡由來悔蓮の事業は日本人に最も適した罐の一つであ、
現存の粗悪な粗材は戦I柳製造されたものかも知れないる°これは過去の歴史が示す事賓である。この滴蓮と同
：が優良な粗材は今後の識臓の向上に必要不可峡の條件で心典澄の造船到諜とは日本復興の重責を擬ふものであ
ある。熔接の如きも.フラックスの製造及び熔接技術に於。る。日本の海運と造船業の盤來は益々 多難であるにも増

鯉鰯篭雪難撫鱸撫瀦駕膨奉で……いと傭ずる｡（三菱職演造船臓I厨長）
政であるが斯の種の特殊要求に就ては澗迩總局の特別管。
理を要望するものである。～．､訂。正
補磯の劣悪に就ては結局造船所の張任に蹄ﾂー る。戦後

3月號船舶資材「銑鐡の事備」記事中，37頁下表

出來た船で船燈及び主磯に異状を認めないが捕機の故障の期別需要鐙，配営壁及現物入手量の単位は(畦〕を(砿〕
は頻發してゐる。これは造船所と補磯メーカーとのタイと訂正します。
ブップにより共同責任を以て技術の向上を計るより外に 、

、
90 塵一コ､3－一。
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然弛乍らこの低減は製作個数の増加と共にどこまでも”・＆亀豆，

廼I緒言進んで行くど云ふものでは無く､,或る個数以上を蓮絞生
一画に於ける造艦業がその國の工業能力の綜合的結集産し筵も最早これ以上は単慣低減を計り得ないといふ限
によって形造られるものであり，製品たる艦の商品とし度がある。この限度に通い虚でなるべく少数の製品を1

－

での喪れ先がそれぞれの要求を異にし一般的に類型化さ群どして製造する壜ことが，差當りの量産の狙ひである。

れ得ぬ以_上全般的な多量生産といふことは仲々 望み得な先づ順序として造船上に於ける各種の工程に於ても，．ご
L,も､のであらうが，それにも拘らず近f錘業の一つの重この多量生産の観念が如何に職用されるかを考察して見，

,〆や

要なる特質である生産性の問題は吾塔の忘るべからざるる。‐

駕鶏鐵鷺鰹需巽蕊灘星蕊駕篭篭騨芙袰灘蝋蔑議：
基礎工業の發達した國々 の造船業に伍して或程度の地歩いで使用される部品，即ち規格化して準備の可能な部品
善保つで行司く使命を有する我國遥船業にとつてほ重要な類,金物類〔例へぼポラード,･クリー'､の如き〕或は獅
間題であると考二､る。〃立製品と見られる機械類(例へぼ通風溌画奔類の如き〕
・筆者等は戦時中職遙鑑その他の船細こ就て同型船の多・等が多鐙生産方式によりて生産せらるべきは勿論で諺
鯉建造を擢営し，西島亮二氏の卓抜な樵想と熱烈な指導・る。

の下に,當時としては思ひ切った量産方式を採用し或程次に今建遥せんとする1群の同型間にのみ､必要な船縫
度の成果を得たので，之に關して記録を留めておく鋤部品,磯裟部品にも量産方式を適用して建遥隻數に麹し
を感じ，こ上に報告として取廻め定見ること上した。曼賓材準備の面と睨み合はせて經濟的談果の良好なる限度
上に岩下正次郎，松下喜代作,新納巽一，癖ド静夫,･桂に於てなるべ震ぐ多数を1系列として－學に製作すること
弁蒲吉の諸氏から貴重なる資材を寄せられてゐるが，之が望ましい．この場合ランニング・ス1､ツクを過大なら

を錘--．まずることは祇面が許さ輔､ので他日機を得てしめ戦爲にも建造期間はなるべく短期壷可とする課で
菱表する糠計霊中であるが,取あへず幟要を解説的に掲ある。・
ぐること上する。かくて能ふ限りの部品に量産観念を適用して之を製造

することは船舶量産の第一歩である。

Ⅱ造離に総ける多量生産の繕想一．次に船腿の建造組立及儀装々術の工事に就いても，量
2.1多避生産の狙ひ 産溺念から出發してまづ一般の量産方式の利黙を各工程，
同型船を逐次に建造する場合，その第2船以降は著しに適用すること人なる。
くその圭数を激少し得ることは,在來も一般的に認めら ｡‘この考察並に吾為の蜜行した結果を一般の機械工業等4
れて經濟的建造策として懸用せられて来た虚である。而の量差方式と比較して見ると種々 の瓢で對懸することが
竜この傾向は艤装工事よりも船殻工事に於てより明かに後からの鯛で明かになったが,賞際は之等の疫施方策
見られた操である。。 ば決してその嫌な型式的な研究から出發したものではな
・一般の工業生産品に於ては，既に多避生産の観念は炭＝くて自動車や飛行嬢の量産方式と對照才ることさへその'
<適用きれてゐるが,その基本となる到砿は,同質同型機を得ず,全く獅自の考へから進んで行ったものである。
画製品を漣鎖的に多趣に生産する場合（その理由や方法從て－m纒趨論との對此着f避けて，単に着想資行の細
の説明は除りに素朴な記述となる故之を省くが）その製括を述べる己と入する。
品1個瞳りの単価即ち所要工幽が]-個宛生産ｻー る場合，勿論,各工程の方式に嚇し米國，猫逸方面で行ほれて
に比しで，著しく低下し得るといふ鮒にあるも ゐるといふ情報も若蓼儒耳にし定居り，之等のピン1，も能
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ふ限り活用したつもりである。またその資績については更に大なるものがあると云はねばならない｡

米國一殊にカイザ戸造船所あたりの資績仁對し相営の．「ブロック」相互を船禮に鰹め上げる譜蕊期間の短縮

編りのあることは道惚乍ら,止むを得ない彼我綜合工業といふことは，との船群のために振當てらｵr鉛臺があい
力の差異に起因するものとして今後の一般工業發展の方場合に於て，甚だ必要なことであり，諾臺の同韓率を高

向及質的充黄に關聯して深く研究すべきものと老へる。めるといふことは，他のエ程の能率化と對應し,･限られ
即ち量的の差異は國力，國情の相異によって止むを得た施設で建造隻數を増大する場合の要件であった。
ないと云ひ得るが,質的に及ばない熟はよく之を瞼討し船塞を去って水'二に浮んだ船職職装岸壁に6罰して
敵むべきは改め，補ふべきは補ふことを努めなければな繋留され,普通の場合と同じ状態で艤装工事が行ほれる，
らないと信ずるのである。’この場合も繋留紘置をなるべく建造順序に，しかも相互
－2．2建造に對する観念の改革に横付けして繋留し,夫・々の部分の工程擢當工員侭汐溌L

在來の老へ方，即ち船蕊叉は造船船渠の龍骨盤木の上作業的な老へ方で，次から次へと同じ工事をし乍ら船詮孝

に，龍骨板を中心に，船底一肋骨一外板一甲板等の順を移って行く様に仕向けたき‐

以て逐次に取付けて組立てられた船魁を進水せしめ,機然し乍らこの鑿留状態での工事は〔織錘事のがなり
關を譜減し上鱗と織装を組立て上行くといふ考へ方に對・の部分が進水迄に完了してゐるから）在來の場合に比べ

して吾々の採用した考へ方は次の通りである。て餘程少くなってゐる。、

船魁を適営なプ､ロック（之は我國の隙用語であるが， 進水装置も繰返へして頻繁に使用されるので,職”
米國ではサブ･･アツゼンブリーと云ふ〃この方が意味が様式を老へる必要があった。
明かである）に随分しこの船髄部分は,工築上差支ない 諸試験及蓮鱒についても用具,操作，人員配遥等腫つ

範團で出来るだけ完成に近い状態となるまで直立,倒立いて多少の便益はあるが,之は取立てる程のこと侭無い。
横置に置替へ乍ら船臘部分として或程度完成するは勿論 上記のやうな工程を辿る間に．権威材料叉は部品とし

職装部品や電氣器具，機關部品迄も事‘儲の許弥限り之をて用ひられる物件は夫々 適當なる量産工程を経て「ブ戸
取付･け，ブロック状態での取付を有利としない物件にあツク」建造現場,船壁等へ運ばれて來る°之等の材料部
ってば，この間に取付雪害をすませる。かくて船燈プロ′品の製作及現場組立の作業は各工程の工事謡出來る限り
ツクエ程を完了したものを，船臺又は船渠の龍骨盤木上標準化して一定の作業法で行湾緑計謹した。
即こ運び，こ上.で船魁寸法と芯を調整して相互に組立て， しかも成可く草純な軍位の蕊ﾘﾐ腫分して一定･工員
なるべく短期間に之を進水せしめる。即ち船勢悔丘の適・．なり，作業班なり単能的に分旛せしめ,必要葱場合健朧．
鴬な作業場で，分割して造り上げた船魁を，船臺上でつ之に對する訓練をも行ふのである。かくすることによつ
なぎ合はせて進水せしめるために，一つの工程として船て，工事上の無駄を省き必要にして充分なる工蕊詮禄ふ
蕊を使用するのである。 態勢力調ったことになる。

「ブロック」に到る以前の各部品は後述の如く夫舞量 以上のやうな方策を資施;-るためには,先づ設計の営
壷的に準備せらる』､ことは勿論である。「ブロック」は初から，相営の考慮を桃って掛る必要がある。初期識計
その各々の同壷｢プ湾ツク」の群として(数隻分が或時の過程が慾って工率用圖の製作に雷つでは詳細に工事方
‘畷を以て併郁勺に旋工せられるから）その作業場を定め､一案との關聯を検討せねばならない。即ち胸|面健完成した
て'鐸~れぱ熔接蒲具を蕪ねた建造蕊の上で;なるべく工作場を描いてあるのではなくて;如何なる材料から，
場所を系列的に1陸侭同轄使用するやうに循環的に組立建，如何にして船に成って行くかを指導す-るも＠でなくては
鎧することよし，この場面で$工事に從事する人々に流成らない。こめ目的に添ふやうに作られたI剛面を工作園
か作業的な概念を植付ける様考慮する。、と瀞する事とした。之は設計係と鍵場との協力によって
「ブロック」が事愉の許す限り，適営な同数だけ置き相當の進歩したものと成し得たと信ずるが，吾々の意睡
直されて,上下側方の三方の最も工菖Iし易い状況に於てした工作指導票として完成する努力は未だ完詞~るに到
施工する様に計謹されたのは熔接工割V上の必要からであらなかつだ。
るが，この經過壷適當に利用することによって,鋲打に工作団ば部品圏と「ブロック」{剛とあり，何れも或垂
も,罫書にも･繊装品の取付にも多大の便益力鵯られた。程の掘雷者は~葉の鬮面によってその工程の全部を行ひ
また遺贈工率に於ては，物品の運搬といふことが現場工得ることを狙ひとした。
数の相鴬大なる割合を占めることを老へると｢プロタク」 繊成材料部品は凡で－學に多数加工さ蝿から;現襲〃
工事期間になるべく多,くの仕事を片附けることの利益はの都合で適宜決競~る未定部分が圖面上に残ってゐ昂事
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－－－5－－－

1

P
ー■

、

、

--------=_』一互詮生－－弓L一

、

宇一晶一､ゴL‘一ﾆｰｰ～

’

’



戸一一『
一

凸

11

旬

L

グ

ー

１
１

１

１
州
仙
叩
Ｙ
ｌ

ｉ

一

一船の科窪一

二

一
←

、

一

一

、

／
'

1画一百－7
11 1．．‐〃

i二pnT畑7－了
年

一
一
・
缶
，
一
卜

甲

‐~声

住串区舵l居 住区 機 貨物鰭缶 居

|
今 一

盲

卿・
ｂ

可 、

ar
、

0房

〕

〆

ｒ
一

一
１
１
１
４
一

一

一

一

｜
Ｃ
－

ｒ
ｌ
ｌ
Ｌ
卜』

輌 一鰭･菌
一一

‘---ヒ-L=_LZ-上孟｜同上一一一一一=L二茎』z-L=｣｣,
国晤.

は全く許されない。－．龍核術的方呵こ総こ賓例を誘明することにする。
之等の考案は剛面の象ならず，現場の施工法について 臘時の陥赫に從って前者を(特舞〕，後者を(SB艇）と

も同榛である｡‐ 記す｡要目及個面参照。
1

．懲蕊:駕讓難蕊蕊麓裟鷺ゞ 蝿鰯薦&:饗塗奨鱒綴嘉
工法のみならず完成した工作物さへもその詳細の鮒に於尾は方形で，後甲板は水面迄傾斜し，甲板上に搭載した
では設計着叉は現溺に對する壷任を有する高級鋪の意5隻あうk中単發動艇を貨物搭戦の織航走中進水せしめ

／

剛に即せ感､ものどなる場合,或ひは建造所によっては得る軌條を備へてゐ壜る。β

か上る詳細は所謂現場委せとして高級な按術的橡討を經SB艇榊央部より前方は巨大な車輌鯰で船首は方形Iハ
ない場合さえ無くはなかったが'之等の熱を及ぶ卿〕標の出入門になって居り，門扉兼道板(A)を術へ，陸岸に
準化附桑法に従はしむるZとにより’施工法をもエイ'物’直角に棚座し，車輔類は自力で發進上陸するご<B)は内：
、をも高級幹部の技術的意悶の下に掌握することに努力が扉で(A)の水防の破れた場合の溌伽を鮫ね,I司時に上申、
鎌ほれた｡板に搭赦した車輔が上甲板開口(C)を通り(AJに至る通
’2．3蛮際に建造された船舶の概要路を爲す,内扉は吊上げれば(C)を閉鋤する。船尾には‘

｜嶺鱸鰯繍蝋譲嚇";辮蹴撫耀…“
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第1妻工事期間比較表
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-、ない。

この場合考慮すべきことは第1には順位の遅
い船の材料を先行して加工す-る部が出來て費金
を渡かせることになる場合が生じ易いこと（之
は逓産が流れ作業的に定常的に行はれるならば
そして之に對する資材の縦齢が必要量だけ宛順
調に入手されるならば勿論問題となちぬ筈壱毒
る。叉從來の造船所の愛蜻からは談前の様なら
問題ではなかったと思ふ）

第2には量産の準備作業のたあに蕊する二E数
材料力湘當量に上るので，如何に同型船でも少
数の場合にはこの方式の考へ方を全面的に適用
し難いことである。

然し乍ら考へ方の基礎としてはこの様嶬、
を常に活かすことは必要であって，殊に部品及
工作法の規絡化標準化が全面的にその造船所で
恥汲ふ船全設に適用される様工夫すｵ'ゴぽ，準備

的な方面に穀される費用は著しく減少し得る~剛，

､のである。、．

次にこの様にして述綾建造する場合の線表は，

始め第'諾の工蕊期間唇部「ラップ」し亨第
･の工事が行はれ'.1隻懲りの工事躯間自磯が第

、

の通りである。

"IJ特々SB艇
m,_m

LWL*-94.(0｡7g~00
B･10．209．10
D6.50、5.65

d3.60，2."

公試排水量1,800t1,020t
繼力22k16k
軸馬力9,5()02,500
主機′タービンT型タービン
重推進器11

重蛍綴、6;!’393上､50

灘蕊“、
銘、．25

432196
291， 140

．箕物310、216

なほSB艇では銭鋲数@5,000本，蝿姿の長さ14,000m
である。‐

夕

24多数建造のユ系列の隻数と建造線表
この様な排想の下に建造された場合’隻営りの建造戦
は，隻数の堀加するに件ひ或最低値に料娘載りに近づt,て

行くと老くられる。この最低限の躍慨で出來上る様な建

造隻敷，即ちこれ以上隻脚鞘しても単侭の低減は望象
得ないといふ鍾敗が幾何になるかといふことに關して，

經濟的見地からの競計は鐘に得るに到らず維戦になった
が，工事上の期間並に工数の縮限の見地からは’0隻程
度でも相営に有效であり，それ以上にな･ると更に徹底し
た標準工程確立によっ冒鉢機的量産に進承得ると老へる。
但しこの黙は諸種の{紺が關係して来るので-概には云

2船以1寺の工事が行はれ，.1隻懲りの工事期間自磯が第
2，第3船順次縮少せられると共にその竣工間隔も次第

言｜
に減少し謹例露4船から第6船あたりで期熾間隔共に
一定となり，爾後一様にない特別の支障が生じない限．
り線表は一定の恰も同案の如きものとなる｡．特々 漢SB
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－船の識學一

功皇后の朝鮮御蠅ゆ物語を考へても相當數よ’
成る船團であったに相異な''､｡殊に後者の如等,‐〆’

日本簔流ﾖには『船舶を集へて』と記して居

謹た有名な高句麗の嫁大王の碑文は果して耐

〃の船團を指して言ってゐるのか否かは不明

が,兎に角嘗って日本の軍隊力囎團を組織して來
一襲したといふ事を‘

口倭不擁侵入帯方界。ロロロロロ石疑口遡治
□ロロロロ国ロロロz膓穣□□□口相遇｡'
と記して居る此等から見ても営時に於いた相當の
船團を雑撤し大海を乗り切ってゐた頚力雲せられ
，ろのである。…

r、
。‐F

航路並びに港

古代に於ける重要な航路は大鵠弐の如くであっ
たZ二老くられる。
イ鞠鮮半島一北九州一帯に及ぶ航路『
ロ朝鮮半島一日本海沿岸地方に及ぶ航路
ハ瀬厚内海航路

１
１

一

一

我國上代の海上交通易夕

Ｐ
Ｆ
唄

一

ー

一
画 '

(三）徹路及び港4■ゴ

il

:’

、

‐

木 村俊夫
~

続海能力

上代に於ける陸上謹雷の發逵力批較的遅かった，言伊勢湾を中心として東北並びに西南に仲が
庭對L2-海上交通は極めて早くよ,護達してゐたる大平洋沿律航路．
稜である｡｡この事は四面環海の我が國に在っては右の航路ば今職存してゐる文献並に考古學的遺
甚だ営然の事ではあるが,特に上代人力錐取ゐ氣物から売分推察し得るものであるが,日本海並び

＋争 一

象に奮溌海の彼方に憧罎を持つそゐた事にある・に大本洋沿岸航路は海流ゐ關係から考へて‘も,､壷～
と胤華｡彼等は前述の如き船で近海は勿論,相営た之は海流と關係するが植物,･息除榊賦等の分，
の夫海にも乗り出し，壷た荒波を押し切ってゐる布から見ても斯る航路の存在せしことを恩はす．も
の'である。替時の日本人が如何に海に馴染ぷ，航のが充分にある。次に前掲の順に從ってもう少し
獺で巧みであったかと言ふ事は融志」の勝人一詳細に考察しよう。‘
煙｣が球の如く語ってゐる。イ朝鮮半島一北九州一譜に及ぶ航路。
‐食淑吻自活飛階南北市耀・此C航路は極めて古くより發逢してゐたと恩は…亨…………:…;．。

れろ｡その原形が西紀四世紀には既に成立してゐ
好海臓腹水無深浅皆沈没取乏。。・たとこるの陸､志｣に見えるところによっても既
幽聴に記されで居る倭人は對島萱雌等にf"で届の航路は既に當時の日本が朝鮮半島並びに之を通
た日本人の事であるが，服馬樂｣の楓俗歌」．じての支那との交渉に重要な役割を果してゐたの
によればであり，大陸上りの諸文化の輸入に儲っても此虚
伊勢人はあやしきものをや,などてへぱ小舟が篭た主蕊ﾙーﾄであった｡朝鮮南端地方と北
に乗りて荒き海を行く.･fa,fI,舟に乗りて荒き海九州沿岸とを結ぶ此のクレートが，朝鮮と日本を結
産行くやぶ最短コースであり，また途中に對島とか壹岐ととある･

がの島奏が鯵り，最も便利であった，といふ鮎や
彼等は上にも見える様に軍舟よく大洋に乘り出また雨方に比較的好適な港湾が存在した，といふ
'し得たと同時に，主た一大船圏を組織して大海渡事等を此の隙考へられねばなるまい。朝鮮南部に
航をも敢行し得たb例へぼ祁武天皇の御東行や榊／於て發掘される遥物の中には,北九州其の他で發
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掘される遺物と同一様式のものが多くあることや

また北九州特に遠賀川流域は極めて古い時代より・
文化が榮え，常に彌生式文化様式の流布の源泉地

であった事等も併せ老ふくきであらう。港湾と.し

ては朝鮮側では何礎か竿燃としないが，北九州の

側では松浦(･豆ジラ叉はマツウラ)の附近なるぺく

「魏志」にも對島，壹岐を渡って始めて着く虎を

末虚(まつる)としてあり，刺'功皇后も此虚に船舶

を集結されたと記されてゐる。此の地をまだ唐津

〈からつ)と呼ぶのは専ら朝鮮南端の加羅(から)に

至る，その出癖世の故であらうとの説（喜田貞吉

「上代の交通」（｢歴塑地理｣第57巻，錐4號)も
あるが，之は疑問として語かう。

戸朝鮮半島一日本海沿岸地方に及ぶ航路。

朝鮮半島から我が國に通づる航路の他の一本は
諺陵島,隠岐島等を或は飛石にして山陰地方沼潭
に達するものである。日本書紀の一書に『是の時
に素美鳴尊,其の子五十猛(vfぞたける）耐を帥
(ひき)ゐて，新羅國に降到(いた)､りまして，曾同
茂梨(そしもり）之庭に居(ま）します。乃ち興言
（ことあげ)して日はく，此の地は吾不欲居（をら

まくほりせじ）とのたまひて，遂に埴土を以って

舟を作り，乗りて東に渡り，出雲國の簸川上に在

る鳥上之峯(とりかみのたけ)に到ります』とある

のはこの航路の事であらう。また出雲國風土記に

『八束水臣津野(;やつかみづの為みつの)命の詔り
たまはく，八雲たつ出雲國は，狭布（さふ）の稚
函(わかくに)なるかも，初國(はつくに)小『作ら
せり◎故(が)れ作り縫はむと詔りたまひて彬衾志

罰饒己(たく蕊すましらぎ)の三埼を,闇の餘有りや

と見れば國の除ありと詔'たまひて……國來(く
にこ）國來と引き來縫へる園は.…..』とある,jこ
の一篇の物語も山陰地方と朝鮮東南岸との職んな
りし文化的交流を物語るものであらう。蚤た天日
槍(あめのひやり)の渡來も一読に生れば此の航路

唾辿うて來た様である。膳岐島と此岸との交通は
犬國主命が登場される因幡の白兎の物語がよく示
してゐるo

此の航路は一方は北東に伸びで能登半島を廻り

越後の遡りまで行ってゐたであらう。既に記紀の
園生みの赫話にも佐渡洲は大八洲の一つに数へら
れでゐることからしてもその事は老へられるであ

らうO.齋明天皇の御代阿倍比羅夫ぱ更に遠く(あ

き）田（今の秋田)，淳(ぬ)代(能代)，渡島（北海

道)にまで渡り蝦夷.粛眞と交ってゐることから推・
しても，また此のとき蝦夷の間には相営に中央の．
文化力輔れ込んだらしい事から推しても覇その以

前から可成，に交通してゐたらしい事が分るo‐
また一方は山陰海岸に沼ふて西南へ伸び’ｦL
州沿岸航路に揺使して居る。此の事は『筑紫の胸～・
肩君等菖(むなかたのきみら）が所祭（髪つるとこ

ろ)』の三女耐はまた遁主(みちぬし)君として『海
北の道中に在す』(日本書紀）とも記されて居り，、
祁功皇后の御西下並びに新羅御渡航の際の海Eの
御順路は角鹿(つぬが)(執賀)一穴門(下關)－松浦

一香稚一新雑とい挙諜に記されて居る顎からして

も推察されるであらう。然しこの二つ､航路力覗
本側に於いて密接に接綾したのは比較的後の時代

ではないかと思はれる節がある。といふのは北九

州を中心とする銅鋒や銅劒の分布間と山陰，近畿

産中心とする銅鐸の分布園はその周縁が幾分か重

り合ふ程度で2中心部は判然と分立して居るから

‘である。

ハ瀬戸内海航路℃

波は靜かであり港湾には極めて恵壷れた瀬戸内
海航蕗はまた極めて古くより開けて居たに相異な
い。それは滑岸地方から發掘鳶れる銅鐸の分布か

らも言へる｡また祁武天皇御東行の御順路は是罵一
つだ､乏傳へられるがその際御東行に先き立って此

の航路を知悉して居り，御東行の道案内を仕つた
ものと.して珍彦(うづひこ)後の椎根津(しひねつ）
彦の傳読がある6主た斬羅御渡航の際仲哀天皇は、
御往路として，祁功皇后は御歸路としてこの航路
を通られたと言ぶ事である。都が大和或は難波に
定められてからは此の航路は一層重要性を持ち,
住吉とか武庫とがいふ港が皇都の玄關とし迄段賑
を極めるに至った様である。殊に住吉は後に遡唐
礎の出發する所として公式に定められた程に重要
な意味を持ち,今泊掻船乗りの信仰厚い底筒男(そ
こつつのを）命911ち住吉大跡がこ1に笥蔀8妻れた
事からしても明らカジE,あらうb

此の航路は西は穴門を出でA前述せる二つの航

路に接縦し,南は二つに分れて一つは紀伊皇鴎を
廻って東に伸び他の一つは四國の阿波，土佐等の

～～
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－ 船の科學一

太平洋沿岸地方に及んだらLい・こ』に淡路島と眞間(註ご)とかその他の良港あり，聚落としても
いふのは『阿波への路筋に在る島」といふ意味で相営のものであったらしい事等は此の航路の一擦
あらう。黙たる東京灘内航行の繁榮をも物語るものであら〆公

＝伊勢灘を由心として刺上並びに西南に伸びる，う。

大牢洋沿岸航路。′註一一日本武奪が御東行の折三浦半島より束
極めて古い時代の文化の象徴たる銅鐸が稠密に，‐京湾口を縦断されて上陸ぎれた所であ
分布して居る伊勢･尾張･三河等の諾國によって園る｡そこから程遠からぬ君津郡濡川村C
まれた伊勢湾は，また極めて古くより海上交通が 考古蘂的遺跡は此の地方に於ける往時の
藥榮して居た事と葱はれる｡特に伊勢の如きは既一文化の繁榮と共に航行の股娠をも物謡る
に祁武天皇御東行に先立って伊蓼津彦の如き豪族・､ものであらう。
が蟠居じて居り，叉細凍國に移韓する際には，註二寓葉に見える眞間の手礁を歌った歌
波に乗って東に去った'‐といふ縛読（伊勢園風土は，また眞間の入江が相鴬賑かな聚蒋で
誰璽文)がある事からしても察せられざであら・う。，あった事をも示して居る。
蚤た皇赫申宮が伊勢に鎭座される時の詔に『是のj叉常陸國風土記によれば香島の大祁は『天地麓

＃
、

垂

１
判

’

し歴青島の大刺Iは『天地草

とき)以前諸租天刺I八百蕗
つど)へ給ひし時に，諸租

祁風の伊勢國は常世之浪重波歸（なみのしきなみ

よ）.する國なり｡ず傍國可怜國（うたへの〈にうま

し#に)なり』（日本書記)とあり，大若子命の國
誇誉の詞に『百般の度合の國，玉援(ひり)ふ伊蕪

の國』（祁道五部書，倭姫命世紀)とある所以であ
らう。差た熱田には三種の祁器の一つたる章薙劒

が祀られてゐること等も忘れてはならない。

此の伊舗藩は周園の諸國間を取り結ぶ交通で最
も賑はったに相異ないが，軍に斯る近距宵航路許
りでなく，一方は西南へ伸びて紀伊半島を廻り難

波或は囚國海岸の方面に出で瀬戸内海航路を通じ

典鯵めつ製ちのはじめの
Ⅱ

/の跡を高天の原に會藥（
－

祁の告，給ひしぐ’今我が御孫の命の光宅(しら）
さむ豊輩原の水穂の國と告り給ひしに”，高天
の原より降り來し大刺11名を香島の天の大洲とい
ふ』とあること歩らしても相営古くより,此の邊り
まで航海して來てあることが分る。また日本武尊，
の東國巡遊證は往時の航路が此の鹿島灘を越えて
遥かに北に伸びてゐた響を物語ってゐるのであ
るo

一

F

〆

ボ其の他。
V

てゐた。卿武天皇の御東行に際して熊畷雛を越さ大攪以上が古代に於ける重要な航路であったと
ﾙLたという傅読のある事は此の航路が既に古くよ老へられる，･が猫ぼ此の他九州を廻る淵.釧路
り通じて居た事を示すものであらう｡阿波園の忌それが琉球列島に浴ひ南に伸びることも老へらね
部氏が後に安房國に移住した（古語捨遁）と言ふぬ事はないし，またそれが凹國の南岸へ通歩るこ
ととも此の航路を考へ余して説明する事は出来ぬとも自然であらう。蚤た･伊豆半島を廻るに際して
であらう｡-また忌部氏の東方移住は日本武尊の東・は’大島を最寄の島として，そこから次ぎ次ぎに
國御雌遊と共健伊勢簿より東北方面への航路の存程遠からぬ月琿諸島へも連絡し，更に之から小笠
在を物語るものであらう。原諸島を飛石としつ土遥かに南へ下る航撚もあつ
．伊豆園は古くより造船が發達して居たらしい事かも知れない。然し此等の事は，古事記や日本書・
に職y,ては’既に述べた通りであるが卿難葉集に紀等に見出すことは出来ない。浴か.らと言って斯

馴…て剛,艫船械蝋伐,"灘灘霧溌職
も

きつあたら船材(ふなき)を
の海洋に對する態度や技術を考へ,又海流や植物

とある，之を伊豆剛こ於齢る造船の偉読や三島刺！の分布，言語･風俗｡習慣の類似等に就いて今日の
征の存在，沼津附近の地勢から考へ合ぜると，此諸科學によって進められる今後の研究が，右の如
の附近も航粒'二蚤た極めて重要な地帯であった事き遥かなる航路の存在をも將米士論してくれるで
が分る。また房総半恥薩采壷認註一)をはじめあらう事を信ずる｡(多賀工業専門學ｲ塗撰授)．
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種類と範園漸長計算等の外玉要港澪及地名羅針岡"記入
位置までも指示する従って計霊岡は新海剛の基本骨格と
なるので關係主脳者間で十分械討の上決定する。

園の鋸さん編さん者は計霊圖指定の編さん寳料

を用い項園するので前述の測量岡がそのま上使用しうる

場合は簡軍である。この場合は測量間の輪郭の四隅の經

緯度を間中、原瓢から計算して決定し岡の原鰯と先きに

用意しておいた淨嶌用映臨紙の漸長計算から決定した原
舗とを正合しかつ子午線を-今致させた後海圖式によ久淨

寓するのである｡尺度方含腫鋤異なるものを作る場合
､ほ測量岡そ②他の編さん月個を篤眞で指定の縮尺に合致
する様に糀圖もしくは伸圃し青嶌眞を作りそれを識め計

った圖板土の指定圖穣に寸分の狂いのない様に合尋wませて
はりつけこれを湾蕊用映臓紙にI画碓に湾蕊する。かよう．

にして順次各編さん圖を淨蔦しこれらのもの力澆全に相一

_謹絡する操に一つに菫とめあげるの壱ある。琴老につけ
加える力瓠I量圏から直ちに嘉眞綜圖したもの臓漸屋圖の
度壊には正し．く一致しないが極く獅蚕域ではその誤差ほ

ほとんど愛用上には問題にはならない程僅少なものであ

る。

瀬長砿構成の基本蝿る輪廓原黙の記入方法

雛醗2迦迩指定の縮尺により經澪一分の尺度數
（圖上經度一分の長さを何糎に資際表わすか)を定めこれ

を基準にして包含随域内各緯度の漸長を計算しその長さ
を基準韓線から子午線の方向にその長さだけそれぞれと

ってその鞘から基準雛課に平行な直溌をひき子午線どで

圖に適當な方形の格子形を作り更に四周にはそかそW1の
漸長に從って細かく度分秒に刻み輪郭糠を切るのである@

厘塾恩誕繊麓原黙の經緯度表ｶﾐら各原黙の識騨度
を一つ一つ糒確に計算し輪郭の上下左右から各尺度,こ合
せて正確に記入する鱈邇海圖上にある黙を記入する県
は腐函の輪郭線の經隷度の度盛.り.にあて上線をひきその
交鰯が求むる黙であるが原繍ほ上記の様に演麺こ手數を
かけて記入するのである）この原黙の記入数は澗瞳園だ
けでなく編さんした個全部1こついて必要数を入れるので
、ある。貝の輪郭線と原認繋作個の生命で絶對に狂っては
ならないので記入する紙も特殊のものでしかもキャラコ
で蕊打し原製i目盛圖板'さぴったりはりつけておくもので
ある。

海圃原稿の淨窺淨寓用紙は映臨紙(Tracing
paper)を使用する。まず映臨紙を原鰡目感慨板上には
りこみ輪郭線の漸長度盛と各原黙を蔦しとる。映臨紙は

天候温度と漂度により全紙の大きさで最大5粍位いの伸
縮はさけられないの這なるべく伸縮のない時に圃板にほ
りこむ必要があり前記の潮長岡の輪郭の度盛と原熱を鴬

も
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本稿では主として海圖の作り方とその構成上の扱い方

の注意について邇俗的に解説する。

海圖の目的・悔圖の主要使用目的は從來ほ鑑錯の

航海用力窪走島ﾏた力漸憲法下文化國家をめざす今後の
日本では商船が通商貿易國丙産業及溌光用の翰逢犠關と

して航海の用に使用するものが主であるが俄撫業用潅謹

，敵修海象海底地形の研究用等生産面及學術面にもまた貢

献利用せらるるものである。

海園の種類大きさ大別して舵海用海間と雑閥が

あ‘り絃海用海岡は縮尺により總剛航洋圖悔圖海岸圖港泊

側に湿分し雑用及携帯に便するため弾手の海圖用紙丙に

印刷したものを雑用海圃俗に薄刷海圃と言い雑勵こは大

悶航法園潮流岡氣象圖封1M滋氣水平力圖同傾差圖磁針偏圖
水深岡漁業間等冬雑多なものがあり犬きさは全版の95×
62と1/2版の62×“が普通,ごあるが特別に大きく､作っ

た大版もあるも，
海遜の作り方代表的な航海用海圃について説明
する。水路局でほ既刊海固の改版再版等の制瞬計蚕の外

に新たに函家として必要な港溌及沿岸の新測による新刊

海個の發行計霊を更に地方公共腿溌及舅般民間の治氷産

業學術等各方面の要望を十分勘案綜合して既刊及溺汗職

側常震の大綱を定めこれに従ってまず隠晴鴎と測量計箪
をきめ襲岡測量捲営部間相互に緊密に迩絡しそれぞれの

分擢作業が初められる.のである。一潅輝約数ヶ月の測逓

の結果測量岡が完成ずるとこれを基として新たに臘係海
側を作るのであるが測逓側そのま上の睡域が同じ縮尺で

海岡になる場合と測鎧腿域の外に他の腫域も入れ叉縮尺
も蓮うも？を締さんする場合がある。前者の場合には測
・識圃は､､わゆる平面剛叉は多個錐剛であるためこれを漸
長掴になおす必栗がある。後者の場合には測避団の外に
脇係諸鐵料を圃喬髄の方針に従ってそれぞれ編さんの上
漸長I圃に作りあげるのである。
計謹の基本となる計謹圃は制訳包含腫域編さん資料の

、
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－ 船の科學－つ
〆

巴

辿とる時は温庭や蕊度の影響による紙の伸縮をさけるた

塗なるたけ惹逵に維らせることが必要である。これが緯
，つたら映臨紙を圖板ｶｮらはがしてさきに用意してある縮

＝掴その他の圖上にその同-經緯度錨を合せ〔少なくとも
‐三熱う順次海岸線及その附五の資況等，地名標高等，水
深底宣等,陸上地物市街村落河川伽鐡道等,山眠羅‐一負

針圖，圖名記事等－局部から全部にと淨富して行くので
〃，ある。

錦圖零罵の苦心その他悔圖記載事項は悔圖と言
うもの力輪力注であって陸は從であるため内陸の方ほ海
上より見て航海の著名な目檬となゑもの．上外は省略し專
‐ら海岸に近く密に岡載する。叉水深は海圃唯一の生命で
ある‘ｸ農香蕊測は極めて多･くし特に航海の障害になる暗岩一
逵洲鐸め位駈遥やその限界は糒細に記入するが海圖上には．
一露測得したものを全部言荻したのでは圖の鮮朗を峡き特に
1夜間船橋のchort･tableで小電球の明りで少時海圖を見
〃る事しか許されない時等にも判讃し易い様に適當の間隔が”

に水深底質を抜きとる必要がある。この必要水深の選出’
一

作業は製圖する場合の最も重要な事の一つであり叉困難

→なものであって多年の熟練を蘂する。それは撞き取った
後の岡力毅き取らない前の圖と同じ榛に海底の状況を正
確に表わすものでなければなら．ないからである。特に浅

瀬とその附近を示すためにはそこのただ浅い水深を残ず

だけでば不十分であって一見して海底の慶がりや犬魑の
雛予を航嘩者が容易に剣謝しうる様にしなければならぬ
し底質も航海者が鋤&決定の重要要素とするﾀ嘩鰄罷繕

・上屋も極あて重要なづでこの抜き取りも水深同撰の苦心
を要するのである｡叉『一見簡単に見える羅針倒姻稜や
地形に從って大きさ，数,位置を航海者の使い良い様に
注意して決めるので芯?うその度盛の割り方は角度の基本

になるので仲夕手數を要する。
仙ｩ

海風1皇山高を表はす-等高線c等高曲線〕は陸圖と這い正

慰箕垂銘、零犢競でないのもある。これは船からの好目標
纏なるものほ時により幾分誇張されて譜かれてある。叉〆

このコンター@雷き様で山容山勢を表はそうと製圃者は
幻′ﾂに苦心するものであり大禮光線を左側上方より受け
”るものとして蔭影をつけてある。山高も樹頂何米と記入
してあるものを除き海方より航海者が山高を測得に船位
を決定歩ろ鳩合は山頂の樹頂を水平線までおろして測る
WjX右の数字に頂上の樹木の高ざだけ何米か足す必要が
あり叉演さを記入してある三魚殿必ぎしも幽践遥遼L遡噂
で注意を要3-る。 〆

海囲原稿の稜正海圖は大抵縮尺厘々 の原図から
坂論選津してまと･めるため作間上種々困難があり搬任者
の經験の程度でその成果に相違を來たすため今-癖熟練

一

、

校正き的観念を以て せる必要がある。稜正の要者に識ﾄー

件は經緯度黙記入の漸長推算度盛尺度の正否既刊潅圃水
路誌水路告示燈臺表どの縢係縮圖伸圖の適否,海圖式

鴎係躍動偏劃年差の星等を調査するのである。
・海国の出來上り筏正の濟んだ映臨紙淨窟原稿を

印刷に麺fそのま上陰板代用に使用して直ちに亜鉛板に、
焼きつけて製版し原版を作る。これによってまず試刷し

原稿圖と照合し細密に』;上較校正して誤り，脱漏あるいは

不鮮明な個所をそれそ>れ修正し再校後更に原伽岡を作り
關係各官の鑑査を謹そ最後に水路局長の稔閲か縫ってこ
上に始めて所要部数を印刷して海圖が完成するのであ
る｡′、．’､＝．

海園は生きている海圃はその包含厘域が相當慶
大でありめ､つ記載事項の種類も多いので相當期間中には
その一部分に鍵化の起るのは営然であるが海園の特質と
して是等の鍵化をそのま上にせず直ちにその現況に一致
させるため改正増捕を施す｡､どの欧正に數版,.小致正，
補圖があるがその雨樋征力殿も多い。これは永路局で
各方面の報告,賛料により毎週一息何編ざんする水路皆示
により悔圖を訂正する〔水路局の原版も同時に訂正する〕
ことであtって航路標識水深の鍵化，沈船障害物,獄海水
路港輝状況關係等の改正が多い。少し大げさに言うと海
圖の記戯事頚は蜘鍵化がありそれを叉毎日訂正してい
て決して初妙作ったま上でなく常に愛ｲ仇ているのであ
ってこ”蛎固は生きている，成長する

臺ある。改版は説明するまでも瀞､が:龍圃1
審の少ない事衷を水路告示しないで直ち
る事鼻である。

海圃の扱い方の注意悔個は測量者製岡者の心魂
を傾倒した苦心の結晶でありしかも生きている上に航海
者の航海上唯一の擁1.でもあるのでいくら可愛がっても
可愛がり過ぎると言う事はない。そこで取扱いを丁寧に
するだけで漆く内容的にも水路告示で必らず洩れなく訂
正してその成長を見守らねばならぬ。次に最も窟要な事
御感に權威のある發行所の海圃であっても盲信しては
ならぬ事である。それは悔圖製作の各行程すなわち測量
“に海方の探測)製図鯛さん資料,瞬法,紙の伸縮，
淨篇の際ごく微少の不一致等〕印刷磯城的誤遡中に
それ密L極く微少の誤差ほ到底避け得られないものであ
りこの徽差が時鳴き9ZIW蝋の職を決ｻーる事もある
からで泌鳥･叉縮尺によって永深底質④抜き加減も蓮う
し袖圃もあるゐで行船計謹の時は必ず最大の尺度で最新
の悔圖を使用する事が望ましい。‘．

（海上保安瞳水路局圖誌課長〕
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橋立丸船尾張出しについて

富

〆

逗一一

、

一

~武 滝

工事量がふえぢうれへがあつた｡それでやむなく止腫張
出しを附圖'に示す様になるべく後方へ突田し乏最後端
の吃水を深くする様になした｡即ち附圖'及附薗豆笥蒜一
した賓線がこの張出部の線圖であり,熟線は油槽船鱗e
の巡洋織苫尾である‘これから到る様にこの張出しの底‘
部は必然的に三角形に似た平面部となる。さてこの溌這
常時水面下に沈んでゐる可きスキッドウェゴの船匿に及

ぼした影響について稲は霞単に述べてみたいと患墨
。・・‐・犀、

．（3）波浪衝撃。“・星=‐

本鰐が南氷洋にて作業中は棲關を停叫て漂流しな力ざ
ら作業をするのであるが，平穏なれぽこのスギッドウェ
イ:は水線下にある筈である。．，

厨力號天時に波のある時はピッチング，ヒーピングを
おこなひ，スキ典ドウェイ下部の平面部が水面上に瀬）f
出して，そこに波浪衝準を受ける事になる。

橋立丸船長の報告に依ると南氷洋出漁第2同目鍾昭和
22年にはひどい鴎にあって,この船匿漫出し力棚誰
たかれ，ものすごい香響と同時に船魁は激じい郷性職j'
をおこし・殆んど船首に近くもうけられた船＃榔雛瞳
縦方向厚、甚しい首振り状の振動をおこなひ,亦船禮晦梁
にある中ウインチ塗も同様の首振振動をなし,波の衝突
毎に人身もゆさぶられると云ふひどい目に合ったとの事

（1）蓑へがき1－

戦後間もない昭和.21年我日本は食糧事情極度に悪く

造船工業に於工も將來の見透しがつかず，各造船所とも

100噸未滿の小型漁船建造にわづかながら息をついてゐ

ると云對伏態にあった。

其時たまたま南氷洋捕鯨出磯が許可され,､日立造船因

島造艦所では日本水産株式曾社の1TL型船橋立丸を捕
鯨工船に改遥する事になった。
所がいざ曳航されて，やつと造船所にたどりついた橋

立丸を入渠させてふると,これは亦ひどい損傷船で右舷
側の第四番貨物油榔侮丘はガス爆發で船腹はものすごく

膨象，甲板は見るもあわれな程波をうち縦隔壁はあとか
たもなく吹きちぎられ,機關室は火災でやられ惨纒たる．

弓

有様である。ために艦全臘が斜によぢれてゐるではない・

か。おまけlこ坐礁のため船底が全面的に損傷差してゐる。

けれども5ヶ月間でこのあわれな骸骨船を捕鯨工船に．

蘇生させなければならぬ。それからと言ふもの，室腹を
か上へた從業員は全く決死の恩ひで，一番暑いさかりの

8月を中心として文字通り汗にまみれて，その年の10

月南氷洋出漁期までに工事を完成するため,魂かぎりの
努力をつ.くしたのである。そして其の量い汗は結晶して
捕鯨工絡橋立丸を生んだ。

（2）計塞

~
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である｡そして波浪衝撃のため,最

た右舷側の第四番貨物油槽の縦隔

改造計謹に於てもなるべく工事量をふや寸蔀なく而も
工船としての性能釜最大限度に満足するようにと思って
設計を進めた｡先つ油楠船時の上甲板上4米300の高戸

さに作業甲板を新設し，この作業甲板には6箇の伸縮接
手をもうけ,畷力甲板とせず重還輕滋をはかり甲板間は
鯨油工場となし鯨油を製造する縦クヮナーボイラー等を‐
そなへつける事とし，機賊室罐室を改造すると同時に，
200名近くの作業員をのせるため新Lく船首に居住厘を
新設する事にした。亦捕鯨工船濁得の鯨磯引揚用開口を
船尾にもうけるために.1'rz時代の巡洋艦船尾に張出し
を坂付け，開口の幅5米500に達する鯨魁引暢用スツ
ッドウェイをもうけた。此スキッドウェイ下端は水面に

浮べてある鯨を引揚げて作業甲板上の解剖場へもって行
くため，どうしても操業時に船の吃水線以下に沈んでゐ
る割縁必要である。ところが之を餘b下にさげると，既
弊出来L11ってゐる本船の操舵磯を移動しなければならず，

亦ﾝ､ウスケが漏洩し出し出した。

で角力頃四角になってゐる所にはすべてクラック勘這入
ってゐる。之は全くノックエプェクトに依溺も‘噂で憩郵
上さして重大でない所でも丸味を附すべき事逮如騨墨示
してくれた。すべて角には丸味を附しておくと外観上は

きれいであり，然もそれで應力集中をまい力熱る散,す．
ぺて船にはどんな所にも丸味をもたせ,やわらか聡壷典
える様に設計面及工作面に於て注意す‘る事力泌要這ある。
‐籾で前に蹴り，本船南氷洋歸還後昭和23年入蕊の，
際この波浪衝撃を緩和する目的｡3スキッドウェイ底部
の平面部を曝型附蒲燈で被ひ丸味をつける率にした。
附固I及附圏Ⅱの鎖線がこの附着魁バッファーである．
緩衝方法とし-ざは色々 の事力毒へられる．が，ここでは総
立丸に蛮際採用した本工事によって,波浪衝職：どの程
度綏和されるか,船橋換と収ウインチ壁の振動量はどん

な割合になってゐるか,亦波浪阿撃によって船腿戯衣侭 、
L
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・どの位の曲げ力率を受けるもの力之簡単に計算結果の承
をのべる事にする。くはしくは九大渡邊教授が譜船協會

ｰ．jこ寄篭されてゐるr船首底パ官ンラミングの理論l及極
鑿を受ける棒の振動理論」を承て頂く事にする。

（4）船尾底種謹値ケ

本船は機關を停止して漂流してゐるのであるから，船
の前進速度は零である｡譜の長さをZ，排水量を砿
としてごツチング速度‘0,ヒーピング速度勅で運動し

てゐ着と老へると，艦の重心から船匿漫出しまでの距離
一－

．は船長の半分となるから，波浪衝撃値Pほ次式で與、

・ﾝ､､られる°‘．

'二号-《,學辮静火,

－

、一

角2βの筒形禮が水中に突入する時の附加質量を表はう
･ものでパプス}､によれば論んどtanβの値に等しく第一

間の如きものである。、

本圃より到る様に橋立丸の如くスギッドウェイ底鋼；
平面の時はβ＝90。であり火β〕＝5.5となり，今回この
下面に丸味をつけβ＝55･に敵良したから火β)＝1.5と
なる。即ち衝撃力は粥に減少する事が諜想される。←
少し数式的に退屈しさうになったが，もう少し具鎧的
に両繋ガ畠求めてふよう。
Z=153米,W=20,000",K=0.287Z,,d=0_5Z,,
J=7米;6=4.5米r6=0,248,'･=0.048,Y=1.74
-叉ピッチングの趣關及ヒーピングの週期を-6.3秒，ヒ

ーピングの振幅＝5米ど椴走してふると河&=5mAeE~-
となる。

，此虚でピッチンク角度を0．1ラヂアンとすれば皇＝
0.962,~F;2=1.805×10-2であり,X0.05ラヂ・アンとし

てみるとs=9.662,"9=0.93×10-2となるので雨者に

-ついむ蝿してふると，バッファー取付前と収fi後の値
は次表の如くなる。、．

"ゞ'{1-+""(1+Y2)}3~~".

z及6を船尾張出底部の長さ及その平均幅とし,gを
重力加速度,『を海水の比重，船燈の質量を砿船の
重心の周りの見掛の慣性力卒をrと識しば上式に於ける

一

各符號は次に示す様なものである。

。~半,'=÷,ﾙ=;f,I¥';,=f

…諄為｡恥会司芳
今上式に於てバッファーを坂付けた結果鍵化す｡るもの
iま火の‘苑人であって,他の値は不蕊となるからパヅブ
ｧｰに依る衝撃力の緩和される割合は穴のの鍵化によ
って明瞭となる。籾てこの穴β〕であるが之は長さz頂

I
I

q

縦画》れ角１
１

郷)1、’
祁論5.510250
取付後1.51M705
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0.Zラヂアン

ー〔6.3』〕

』

1,400〃
一－－

”5彦蒙アン|取付前風510ﾕ0012,000"|
(32.)|"後L5110275｢550"-｢
以上の結果より見れば船尾張出底部ろ認痢颪溺jは

ダ、

５
Ｆ
９
８
口
■
■
■
且
ロ
ー
』
・垂

ｅ
ｐ
ｐ

◇

｜ …

〃

ピッチング角0．1ラヂアンと云ふ極端な場合を取って見

れば諺1列〈謎の25％即ち5,160砿と云ふ莫大な値になり，へ
本船の例を取れば,張出底部1平方米當り200睡と云｜
ふべらぼうな値になる。これは極端を取ったからである
が，縦描角3．位としても尚2”0態と云ふ力になり，

その大きさに麓かざるを得域､。然しこれも底部改造に
j5h'/3即ち550睡に減ずる所から見て，船魁の強力上

及振動輕滅上随分役立つ事力零へられる。亦か上る樅迩

しとの坂合箇所の鋲列を2列とした爲之は3列に堀加す

べきだとの議論もあったが，そのまL2列として竜い､た。
然し同個所には共後全然故障はみとめられない。

（5）船橋瘻及中ウインチ壷の蝿動

．次に船橘樫と中ウ術シチ壁の首振り振動を考へて見る‘
､どヶ之は第二剛よりわかる如く，船臘審南端自由の樺と
すれば船橋縦は大禮02Z,,中ウインチ鑿は船&鋤心に
あり夫々 ,2節歴3節娠動の節黙にあたり,船魁の弾性.･
振動の澆みにより首振り振動をする事がうなづける。
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〃

の時”＝2として”＝7.85．今船橋甑と中ウイン壬蕊

灘耀譲11磯とと意眺(鐵罐
から,"=0.24Z,,"=L/2を夫々 蝿雷鯉及中ウインチ蕊へ
の位置として上式に代入命Lぱその第一頚ど第二項の比
は、＃

0，/02＝5.15、.．、

即ち船橋襖は中ウインチ鑿にくらべて最大約5倍の角
度を以て大きな振動詮なす事lﾐなる。但し振動量は上式
より見る如く,衝躍力P,に比例するから，-本期改造によ

夫脅の首振り量を求めるには船繼を均-樺と考へて，
その先端にP．なる衝喋力が働くとして船禮の振動方程

式を解けば,その時の鍵位が求められるがくわしLﾐ調弐
前にのぺた渡邊教授噂理論にゆづり，その結果のみ､を用
ひると，首振り角度は愛位を長さで微分すればよいから
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但しPは先に求めた船尾張出底部の受ける波浪画盤
値である。Uil(の及恥のは夫々 長さ笈時間の函数，
"z,@(X2節振動の時〃=:=1として”J=4.73.J,3節捷馴
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．、班=￥．′"‐、

P=蹴的慾,L=153米とすればM=197,400米P-E
P=M,)",Z=153米とすればハ"=53,500米遮‘
本船の裁面抵抗率を甲板及船底に對し夫々z〃及Z産
どして上の曲げ力率を用ひて應力を計算してみると下表
の如くなる6匙
t~‐‐‐

6BM.(米~漣)|zg%米=粍2)|ZK(米~粍2)8,075,0001t,230,000-

197,500．’24.5畦ﾉ袴’2却旺ﾉ瀞｝
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即ちパッーズアー取付前はいづれも24m/粍2をこへ降
グ

ノクダ”Z．．

－、伏黙以上にあるが,太己礎工事により，之も約]/$に減

9弓啄と．少L;,乏は計謹時に於ける脳力よりもやL小さい位で錯
一‘一の安全度以西にあると云へよう。本船の縦鏥角は大禮6
堅竺一堂坐=一秒から6.5秒位であるから，上に示した数字は同調時の
笙竺L－－最悪状態に於ける値を取って比較したものであり，縦ゆ

・れ角の小さい時は今更虎較する必要もないと恩ふのでや
－＝ある割ヨーる6
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附圖2

り前年度の雛に減ずる事l傘る。

(6)去衝鑿による船髄曲げ力率
最陸にこの波緬躍が船雛獺力に及I雪影響を考へ
莚見よう。これも船燈の蝿性振動方程式から求められる
心のである力堆謝瞠になるので前に求めた波浪衝撃値を使

用'して籍果のみを示す事にｵる｡船禮が其一端で衝蕊力
P壼受げると，船燈中央に於ける曲仔力奉〔”は靜的

に老へた時ix"=等であるが,この時は弾性振動

により班当等となる｡この"が所謂緩衝係数であ
り，次の値を取る。

α=型‘等器鵲
”=473として上篶式を計騨れぱα=；
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討を加へ，筆にしたい黙も種々 ある”‘,たづらに複細b
するのをおそれ,本稿に於ては資際に設計する時ごく簡
単に見當づける事の出來る範園内で述べて見た｡今まで
述べて來走工事は結局森キッドウェイ下部の平面部をな
‘ぐし，これに丸味を附じたど云ふ事であって最近は敵E.
塑鵬の改造に於ても譜底のオックルラインの角をとり丸
凍をつけると云ふ事が流行必てゐるが,タ噸上すべての
角には丸味をつける事が結局睡懸用力學叉は流遥力學を
方程式的でなく蜜際的に解いて行く事になるのでばない

P

かと云占氣がするので敢てここに筆をとった次第です。
最後に橋立丸の本工事施工にあたり色肴と御指導をた
もうた九大汲謹錘浸にほ厚く御瀧を申し上げます。

(日立造船因島工場〕
一 － ～

⑫ 9頁より）〆

本鋸MaritimeCoPlmission,T2型騨鱈譜で，此の
．愛験を行った時の前榔吃水は15呪5吋，中部吃水は
18次2，吋，後部吃水は21次3吋であった。本渡蕊
は紐育のLowerBayで施行せられ，成績の解析ほ第5
)圖の如くであった｡ﾙﾋの成績を見るに,最も多く生ずる
．遁期は本船の自辮圏期たる-''.3秒に近いことが蛮謹ざ
れるの歪ある。本船の自然遁期は資験のため出港する時
にEastRiver上で卒穏な水面で曳船によって船を自戯
に動振させて計測したのである。（海上保安魔)‘
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．、造船施設の改善、

造船所の施設は船蕊にしろ，船渠にしる移動の

出來ない永久的のもので,．しかもその築造に多大
の經饗がかLるものであるから，能率的に見て不

具合な場合がお'きても，簡軍に之れが改善を行う
事は出来ない‘・多くの日本の造船所は古い歴史を

持って居る。古いだけに始めは邇営な規模でその
欝時は合理的であったものでも.，迭る船の種類や
大きさに鱈化があり;､工作法に塞化を来たして來
たので，始めの鮭では不具合となって来たのほ徴
然である。しかし簡龍に移動も川来ないし改築も
鵬来ないので止むを得ず，古いものに繼っごはぎ

つとして次第に規模を大きくしたものであるか

ら，古い虚稽雛然として膳て能率的だとは言へな

い現状である。特に地勢上いやに細長くて幅の狭
い箇所が多いO･

始めがら新造船を目的として計謹された理想的
の遥舟鮒iに，大正の中期lll来た憾見造船所がある
が，鋼管の方の．侵蝕に遇って今は昔の面影が全く．

なくなった。戦時中三謝蘇島，日立刺I奈川等の新
造船所が，｜司型船の多最建避を目標として工場配
置に匝苓工夫を凝らして立ち上ったが,最初の計
謹通りにすべてを完成するに至らず維戦と．なった
ので，中途半端な熱が礎って仕舞った。しかし將

來の造船所は斯くあるくLといふ形態だけは幸ひ
残って居る。

造船の使用する機賊は大きなものが多く換装も

簡単でないので，何虎の搬削『を見ても，古いも

のを其の侭使用して居る堤が多い。ポンチング。
マシンのがたがた，エツヂプ'ﾌ､一ナーの古ぼけた

で，どう顔負目に見ても能奉的走とは言へないも
造船業を分解して見ると，種杢の意味でそ．
70％は迩搬になると言はれるか･ら,遥鐇は蓮繼業
が主だとも極論が出來ろかも知れない。じか息砿・一
扱う材料絃長大で重いものが多い。從って能率的
に造艫没術を配髄するには，この運搬をどういふ
風に短縮し虚理すればよいかという事を老＝ざるの可
が効果的であらう｡.即ち材料置場から罫書場加工
工場組立場船裳へ@通路を‘夫なる狩餘曲折と後
戻りなしに材料は運ばれなくてはなら･ない。工場
､内の機械配澄にしても工作法を研究して主南ﾐ材溶
力量機械間を動き廻はるのに餘計な道を通らない様
にしなくてはならない｡換言す砲ぱ能琴技師の言
う所謂噸長を全艘として如何に小さくするかを研
究すればよいのである。プ画ツク・ｼｽﾃﾑ蝿
造すれば，ブロック組立と組立後のアツセシプル

一

卿繩に意〈て憾紬ない｡鵬車播聡獅‐｜の間に'簡軍に操作田来る丈けの充分の餘地酋鵜

では，材料を餘，動かさず塞氣ドリル，電氣Eリ
ル,瓦斯切断器等を持った人を主として移動じ加
工する方法を採用して大いに能率を緊験た例があ
る。この方法は今後共大いに研究しなくてはなら
ないと思う。

｜
ので,中途半端な熱が礎って仕舞った。しかし將自分の見た虚だは，雑然と立ち並んだ工場を整
來の造船所は斯くあるくLといふ形態だけは幸ひ理して溌場をつくり，無やみに並んで居る船謹選

間引いて能拳化する事が可能だと思う造船伽耀残って居る。

造船の使用する機賊は大きなものが多く換装も山ある｡船墓の数が多いから澤山船が出来ると恩
,簡単でないので，何虎の搬削『を見ても,古いもうならば，それは工作法の職こしない過去の迩物
のを其の侭使用して居る堤が多い。ポンチング・を後生大事と守る徒爺で,恐らく･今後@進歩、鍵
マシンのがたがた，エツヂプ'ﾌ､一ナーの古ぼけた‐達はある黄い。造船日本として世界に進出するに
奮形のものが何虎にも卿って居るo(こういう機は，此の際恩ひ切った手術を施設の上に施す必要・ｵh職が要るか要らないかは別の問題だ｡）ラヂアがあると思う。
ル・ドリリングマシムンiこしてもアスキズの古い噸長を小さくする爲めに機械の配澄換をすると
ものが幅を矛jかして居て，ラボマの卿快なものを共に，機械類の新規袖充換装,邇搬施設の敬善逢
据えて居る塵は僅かに指を屈するに迦ぎない状態適當に考へないと能奉化庭か世界から取り残され
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蹴繊撫憩燕雪織一驚讓鰯鰭獅臺麓縦
して初鼓する燕あると思うも雨が一寺降ると|丑I潟ないのではなｶﾐらうか。

‘嘩総誹りを建造lﾉて)‘皆たM工廠の古v,認識園の様に泥澤が逃し<なったり,=少し風が吹けば
砂塵濠兵として先が見卓なくなる様な庭もあるがを辿って見ると,第4鯉工数は塊1艦の54％
こんな事でば能率は察るまい｡明日の充分なる糧位で出来上って居た。同型艦と言っても相當改造‘
麓騨錫辮艤瀞繊鵬壽渚共があつ…あるから｡若し塗〈同型であったらもつとこの韮数は下ったかも知れない68000噸重
ノ､油総を澤山途つたI職こ'蝋をとって見たが，やはり
造船屋の葬率一、 擁4梢になると第1楠の約半分で出来た。5500

大分前の古い事だったが,‐ある能率技師から日．~噸級輕巡の例を辿って見でも，略同じ様な蝋津迄“
本の工場の能率ばアメリカの10分の1だといふ．得た事がある。これはエ員が仕蕊にり||れて来るせ
事を聞いた頚があるが,その時は自分ら眼で見た〃ぃであるがγ落し段取共の他に技師に始めからは

驫鱗”
外國の工場の印象からも-まさかと思った。虚で戦っきりした目途や計課があって，工員
時中日本にやって來たドイツの迭船技師から，日たとi司醐と鑪匠に指導し得たなら錐1

縦蝋欝I騏窪撫蕊辮灘雛灘彗鰯芙墓懸製離壮
と思った。 事を完全に頭の中に入れる事を計づたものがある
先ダエ員の事を老へて見よう。朝定刻すぐに仕が，これで鋪1艦の工敬を節2鵬程度に下げる
事に駆りかAる庭は，恥かしい話だが何庭にもな事に成功した。技師の聯意働らwて種盈な工夫を
い様だ。，正午の食事休謝群も合圃のある迄働いて凝らし工員を拳V,たKエ恋で作ったある船の二p
居るのは，ピースワークの連中位でその他は極め数は，在来のやり方をやらた血Y造船所の半分.、
て稀である。甚しI(のは30分も前から怠謂吹態′で出來上った驚例がある。勿論施設の相違其の他
になるといってよい。休憩後のかムリも極めて遅一があ．るが房その様な結果を鵜呑みには出来ない：
V,o.歸る時刻に葱ると早くから手を洗って歸り仕-".が9"技師の頭の働き如何では能率を現在の2鴨に
鮭ナる零が相常にある。それに仕事の段取り順する事は不可能ではないと思う。，’
序等もう安くないので眞のエ作時間は進だ少な工員自身の能率が2鴨になり，技師歩頭臓で能．
L③ロ例へぱ電氣熔接機で正味電弧が出て居る時間寺卒を2懐にすれば工場の能率は4懐になる理窟
を時間研究で調べた結果嘘，よvfもので8時間勤であらう。それに施設の改善や能率化された繊械《

慧職鬘線宣撫i撰騨繍縦､蟹W宣裂彗墓蝋駕職灘蔦
似たりよったりであった獄だ｡外國心例を見ると能秦の域に到達する讓であって，今後の労ﾉJ次第
所謂駈け足仕顎こそしないが極めて碓麓で，一日では簡躯に望み得る事であらう。日本の能奉が彼、
中平均な働きを示して居る。戦時中俘虚が工場での10分の1だという言葉も，決してよい加減に
作業をして勝たのを見た人は，恩ひ半ばに過ぎろ‘・聞き流すべきものでは無い。
ものがあつたであらう･日本人はIいざという時途大正154”頃だったと思う。英國の一船主が
轍もなく馬力を脳すの力捌であり，蚤た得意とす英國に於ける建越費は高すぎるという理由のもと
る虎であるが，賀際問題として仕事量はオーヂネ、に，その所有紬の新造に懲り各國の見識を取った
－トが時交ひどく昇っても，アプシッサが鹿かく事があった。ノルウェー，ドイツ，オランダ，う
ては大きく灌らない。邇犠なオーヂネートでアブ・ランス，イタリー，アメリカ等の中Iと日本も加は
ｼﾂ鈍j長い方が結局は勝である｡｡期ういった黙って居たが,･低賃銀に物を言はせて居だ職時でさ"
を散めさへす鯉礒大壷かな話だが仕事鐘は現在へ；我國の見識は中位となり，最低のドイツに群
の2倍になる，劇lち能率は2慨になると見てよい札したと畳えて居る。人件擬の上昇原料の総入等
であらう。、困難な條件の多い我國の今後の遥船に(ま，是非共
談に技獅の事を猪へて見よう。日撫の技師特に施設のuk辮二共に，工作法も新奇軸をIMし能率向
藩い技師は眞溌に技師らしく頭が伽らいて届るか上を計量腫裂な研究を特に叢い技術者に鑿ん~ご止
如何か○妾言い様ではあるが多くは段取りにしろまない。’,．、
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蕨田・雅雪塁彦．‐
届 ～′
卿．船が沈没した場合水深によっていろいろな場合があ‐て來ると;.何よりも先に沈硲の位置を明らかにするたあ罐

に掃海を行ひ,船首船尾にブイをつけてその繊置を凛宗〃・る °〆
包．水深が船の吃水より濃L,場合、－しなければならない。
坐礁坐洲の場合がこれで,この場合は曳船や,錨を打儲が小くざ劃く溌が大きくない場合ほ問題ぼ無い滅司く
つてぞの錨索を捲く事によ､り引倉おろす｡)伏況の悪い場，深が大き､くなって来るとこのブイの位繊は不正確に湖一
合は艦の進水と同じ作業をしな汗ｦ踊写ならない。船底に作業はその誤差を考慮に入れて行ほなけｵ心ぼならず,萬、
損脚ある職は引きおろしに先立って之を修理し'或蕊大が坐りとなって非常に大きな問題lfさへ躍って來一‐
ひは蓑水を極限する措遜をどらなければならない｡、・る。この他水深が製伏に大きくなると；大廻を通すにも、
b.水深力》吃り<より犬きいが船の深さより小さい場合一ても；館揚げるにして･も水深の浅い場合に庇べて作業
この場合は浸水排除して船魁に浮力を與ﾍろことによは非常に困難になって来るものである。嘘に水簿370‐

冤翼鯛麓繊琵鰯態驚麓畠塞撫錨裳茎麟瀞懸割軍篝
｡,綱繩帷ぃ鶴.…ぃ｡-

に張い揚錨嬢と澤山の錨鎖をもった船を用意しなければ‐
‐る。

‘z歩ツー、

この場合にbの壯態にもって来て，その後はbと同、！然し何と云っても水深が大きくなると獅k夫の作業が

霊麟'菫菱麓襟藍鰡撫鱸w雌懸謝繍灘鯆菫灘麓富dl

1る｡前者は一懸船の誼量を吊揚嫌なければならないので障害を霞けない｡然し水深がそれ以上になるといろいろ・
沈船の重没以上の鋤i浮力を持つ吊り船と,船魁の重量の問題がある｡簾'に潜水夫は深海潜水の訓練を受げだ
､を支へる丈の-1-分な強度を持った大廻索を船嘆にトンネ溌餓篠水夫でなければならず，後にのべる鶴こ潜水夫(f
ルを掘っ『で通さなければならない。この方法は沈船の重在国峰間の制限を受け'作業がすん･唇上って来る場合{こ・~

蕊撒潔灘難蕊雛難鰯蕊潔駕
逓

・･全

孟らない｡鋪は婁頻蝿雛ざへぁ'棚駒こ作業が藤水夫を多鯉に“しなけれぼなら職‘,｡そ…なく
、出来亀が,普通の船では甲板を氣密にする事が困測碇あ潜ﾗR病の危嶮ほ絶えず潜水夫を脅威L,潜水夫に塞氣を。
、るがら抽鍬か潜水艦の様な特殊の船の場合の他はプ直供論するためには普通の弓ﾐ抑ポンプで獄駄目で機械的な
、二丈で淨揚せしめる事は困難でおる。のみならず浮揚の邊氣装蔽と嘩力調整装置とが必要になって来るざ即ぢ,：
!‐途中で縦及び職の安定性が無く，特に縦安定性の峡乏は40米以~Fの水深ならば'手抑ポンプか'普通の低睡崖氣‐
漉水が_方に片よって薊耀の排水か不能iこなる｡‐睡縮機丈で-i-分であるが’共以上では手押寮シブは勿論
，このためにプロざし得る湿訓が多くて十分安定性を得低睡の空氣嘩縮機(7kg/cm9以下)でも不-Iず分で蝿a｡ノ
・る場合の他は，プ･ロ－は吊甥飛澄をへらす丈に用ひるべ即詮氣睡J"40米で4kg/Cm2以上が必要であり,‐
きである。ブロー丈で浮かす場合のもう一つの困難は船90米以士の水深ともなれば10kg/cm2以上の能力の

鴎鱗霧獄歪職讓鋤蕊琴瀧ところでこの場合水深がそう大して大きくない場合ははなれた虚で毎$揺合が多いので,結局高慨謹氣嘩縮機

l…寧鯏…って‘'一〆･職"唾．‘つ教職蝿を…けれぽ…､､熱‘二細以上
,妻喋蝋欝繍繍辮鰯鯉：鰯鵜f欝霧雛鑿瀞総、
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一 船の科"畢一

器と球塵辨をもった膳水傳馬が便利であるも

永深が大きくなると港水夫の精稗的及び肉瞭的能力は

-．急激に低下する｡･たとへぼ､70米以上の深海では港ｽk夫電
の識意力は急織'農無下し，だつた一一･つの事を思ひ出すの
がやっとである｡〆-寸溌を一つ測るにしでも-ざつの寸法を．

測るのに~同宛鍬しなければならず,作業をするにし
ても作業をいくつかの作業に厘分して,潜水二同にその
一つの作業丈しか出來ない。’人の潜水夫が連鎖して2
画も3同も潜水出来ないから,各会ちがった潜水夫が-誰′
蓮の作韓しな航ぱならず,陸上では想像も付かない
巌な蔚難が雫6～‘
＆人間は眞筌の中では1分間でも生存出來ないが，嘩

力の高い方はずゐ分高座の下でも生存出来ろ。蜜に]50
米,"151fg/cm雪と云ふ高座にも耐える事が出來る。

然しこの場合呼吸する室氣が多量に血液に溶解するか‘

ら，こう云ふ墜力から常睡にもどる場合この溶解して

ゐた隻頻力顎趣なって血液と共に毛佃管腫到”蛭を
坐膠，非常な痛拳と共に血栓を空じた部分の機能の障害

をうける。4肢ならぽその賎を動か？琴が出來なく｡なり

脳に趨池ぼ殉申し,途に底麺営する。これが織病であ
る。深度が深ぐ,在底時間が長く，海底ではげしく髄力
を使ふ程澤山の室氣が血液中に溶解するから潜水病の危
険は増大する息このために深海潜水では浮揚する場合に

＝蕊に浮き上がる事は禁物で，途中で幾度も休んでは血
漉中の室氣を徐々に遜ひ出してから浮き上って來なけれ
ばならない。この減座法はいろいろの方法かあるが,其
の’例を示すと次の如くであるd

水深藍Dとした場合号で'分間,子で2分間，

号で4分間藷で8分間･…･･と云ふ風に深度を半分
にする毎に時間を倍にして行く方法である。翻単で鋒え
や歩い｡｡海底で裂伏な暖力を消粍した場合は遼宜に時間
を錘鼠し態ければならないのは云ふ迄もない。

邑の方法で減塵すると，．40米で．15分，60米で32
分，80米で64分の減唾をしなければならない。80米

でf愈在底時間は5分以内であるから，潜水夫は在底時間
一

の’3倍を途中の減睡に喪さなければならない。深海の
水は非常に低温であるから，手も氷る様な水の中で長い
時間職睡しなげれぽならなど､と云ふ事は潜水夫にとって

どんなに苦癌であるかと云ふ事は容易に想駿されるであ
らう。特に潮の眼い賜合などは潮に通って身艦を保つ丈
審も非稚城豊力を消耗するのであるから，深海港水の困

餓さは到底常人の想像も及ばないものである。
荘，度潜水病が護生したら，之逢治療するのには再び髄
に艇力を加垪､,徐心に糠艇してやるより他に方法がない。

このために蒋嘩タンクがHひられる。之は睡力計をそなi
へた耐嘩の筒で；患者詮この噸に入れ雌搾筌氣を逢って

辮撫縦鯛欝警墓｜｜る｡、この時ほ看護人が-折に再座ﾀｼｸ内に入って減塵．
中患部をマッサージしてやるとよ･い。・ノ

以上の様庭潜水病の襟防と治療はこの方法しかないの‘
であるから深海サルベージの場合減睡法を守ると共に必．一

議謹灘灘灘驚｜
の群に入った者も少くない｡.我が國に於ける從來の深海

｜
サルベージの例を見てもほとんど例外なく潜水病患者を
出し;てゐるのである。深海サルベ･圭ジカ如何に困難であム
リ危瞼なものであるかと云ふ事が分るであらう。然るに、
1939年日本に於て伊63潜水艦が，米陸|に於てスクェア

灘蕊菩識
ラスが沈没した。日本

し，幾多の困難を賢し

ほ未だ且て例のない程

らず,丑人の犠牲者も出さず幾多の新らしい深海サルペ
．－諺の記錐を作つだのである。次にこの二つのサルベー．
ジの概脇をのべ,この＝つの救難を比燐倫評して見たい，

′＞

上思ふ。’．．｜
4．1939年5月23日，急速潜航公試のためポーツマ
ス軍港を出港したスク室アラス號侭きポーツマスを去る,5
浬のｼｮーﾙ六群島幟で潜航し弓深庭50次に達し，
た時突然機賊室に濠水じて沈洩した。原因ば磯賊室総氣
筒の塞止辨が油醗月閉装置の敵陣で閉ら・なかったのであ、

｜
つた°磯賊室がら後部の唾劃は全部滿求し,發令所から
前方の厘喪におた乘員非が･機餓室と發令所の間の水防，
扉を閉ぢて生きだ．ゐた。僚嵯スカルピンが救難浮標を愛
見して孝一ツ宝勇に急報し，ポーツマス海軍工廠は直ち.．
に救難像を派遣した。救難際が利蒲する迄に救難浮標緑
切闘し,_救難嫁はあらためて猯海を行って匿遥拘束し態｜
ければならなかった6この艦はﾓﾝｾﾝ式救命錘逹鋤
･出來る様になってゐたので救雌隊は直ちに潜水夫を入れ．
でモンセン式救命鐘により40時間の後生存者33名を．
全部救助した。二れほ生きながら沈んだ潜水艦の中に閉．
ぢ込められた入逵ｵ輔び太陽の下に出る事力拙来た最初．
のものであり，モンセン式救助鐡が始めて蜜地に用ひら．
れた記録ででもあるのであった。水蕊240次,前部ハッー
チの深度は220次であった、

救難嫁は引きつ壁き船魑の浮揚作業を行った｡浮揚の.
方法としては室氣ブローの方法力課用された｡浮力の縦i
肋と船魑が急激に飛び上るのを防ぎ且縦低捺Iを少くする＝

一

一

－20－

’

－－－‐-‐_一、__■■■■■■■■■ー--= 一一



且

、

．
q

1．－
、

’
ノ

ー

‐－教難一一．
‐ひ

、

動的にノズノ曙前進させる様な錯蛋を考案し､ご査用しで
ゐる。これは非常に潜水夫の鍛力を飾灼し得た‘事と思．、

ふ｡かくて約50日後の7.月13日第ユ掴の_プ画一を
行った｡最初に艦尾を浮かせ;後で艦首を浮かせる冒輝一一
であったざ艦尾の浮揚は計謡通り行った鳶;，豫定の為ソ、
ク詮ブロー.じても艦首は地を切らない｡船首が泥の中に

、

埋って吸着してゐろのである。止むを得ず2番メインタ4正．
ソクをブローした。未だブローが維ら-ない丙に錯首が浮
き出し，船首ば水面迄とび出し，.ポソツーンの太廻は船
首達ズソポぬけてしまひ，艦は再び海底に沈んで了った
のである｡作業け始あからやり直さなければならない。
第2I司目は前同の緬識からボン.ツーソ侭艦首に4欠
船尾に6ヶ合計10渉に瀬され,8.E1-6日から装着に
か上った。今度は順調に作蒙が進んで8月12.日プﾛ更

□

－－

-.--,海面侭

0

号

策］．岡

ために7ケのポンツーンを取付け先づ之をプ只一と-して
浮き上がら楚ておいてからメインタンクをブローLてポ
ジッーンの深さ迄浮かせ，順次にポンツーンを下げて淺
平海面に移動し，最後に内殻をブローして浮かせる計霊
であった｡先づポンツーンを取り付ける大廻索著船底に
麹ずるために船底にトンネルを穿たなければならない｡．：、

奎謡撫鰯鯨蕊擦雪慧蹴鴛
溝水夫に供給すると云必新らい､潜水法を蜜用した｡溝
永瀬は先にものべた標に血液中に溶解した室氣が,-鋤
の急減により気泡と尚目って血栓證起歩のであるが，これ

海面一

4

f
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蘇烹蕊罐艤霞'渭篭讓総蕊鍔謬曇黙易ﾌﾌﾌ謬柴ﾗ≦霧
諺ける諦豊の通はそれ丈滅るわけで，稔て獅緬の危 錐2睡
臓ばそれ丈少〈なる。この索鎚としてヘリウムが用ひら
かた｡．ﾘｳﾑ酸素混合氣魑を用ひて潜水すると潜水満を行ひ,今度は順調に水面下160火にまでｽｸｪｧ謬素
を襟防する丈でなく！深海腫於ける潜水夫の輔紳的及肉を吊上げるのに成功した。その日ｲ測探160典の海底炉
鎧的の能力減退を少くすると報告されてゐる。この方法着座させ，大廻をつめて』.8－月17日第2同のブローき
I叙験的には包に成功してゐたが,資際救難に使ふのは斗して96呪の水深に移動した｡此虚で鑑ソッーンを蹴笥
城めてであ,った。然し其の威力はものすごく炉ヘリウム『こ船燈に装清し,機城室給氣筒を閉鐡縫内の排謝壷行
不足の篤に空氣潜水をした潜水夫がしばしば潜水病に悩って8月28日スクエアラスの艦尾は始めて水面に現れ 具

，壷されたのに反し，ヘリウム酸素混合氣麓を用ひ七潜水一たが,樹こ大きな傾斜を生じ，且艦内や残水が前部に巣
|ルた潜水夫幟一同の鋤も起さなかった。って了ってどうしても船首を浮かす燕が出来ない｡止む
．第2の改良(淑睡の際の潜水夫の苦痛をへらすためにを得ず‐当旦沈め噸斜を直し'9月13日三旗プ鱈ーしゞ
中間深度の減唾時間をへらせて，その代り水面に出るとて沈船のキールが氷面から39眼の所ま~ざ吊り上げ，鑛
直ちに酸索マスクをつけて再睡タンクへ入り，この中で‐ーツマスに曳航して入渠させる事が出来た。，~
，ゆっくり減嘩嬢作をうける事にした事である。 ，ユ渠蝿骸を收容し11月15日，修理作業膜蒲手，
諺ゾプを用ひて沈船の船底トンネルを堀る作業は顛聡翌19“年，スクエアラスはセルブイッジユと名を鍵べ、
|な作議で|城るが,婚水夫憾長い時間ボﾝブの噸水の反て再び催役した○○〔以下次銃〕<東日本篭船釧工場〕
鋤を亥へな．けれ嫌ならないの轌，比較的遥力を使ふ仕事

|､鰄棚…'‘｡~"…“し迄。・－－21:－
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航洋高速礎礎型の一型式に就工、

〆 ‐ 丹羽誠一”、

オメカプレンとは私の設計になるモーター織一船型試験成績に見るに,魚雷艇級の鋤Ij挺呵富型些
凸〆

‘下の艇型の名孵であづて,その塒響蕊る所は主し七Iま波型滑走面のf馳性は明かであり,衾雰テジ
、篁して波型船底を有するﾁｬｲ雪ﾝ船型にある。ごプポートとしてソーーク暦フト系統の滑走性能佳毎
･′の名峨文字のｵﾒｶと逆に置くとこの船型の獣（すばらしいものであり，ｽﾃｯプ無しの艇型でも．
．〃面に似たも'のになるの-と鍵後に生れた艇型う部ちv型に比し但漣に於乏はほとんど鍵，ないが高速：
：,・最奥j進歩した艇型とV､墨ミソである。に透るに従ひその優秀性を示してゐる。

ﾝを驚饗灘鰯篤騨鑿響零重話“瀞墓麓毒蕊繍織臘,ﾂ寮、
〆け曾走と忠見られる船型であって，丸型船型の航洋洋モーターボートといへぱすべて丸型と老へら牙し
性とv型船型の滑走注とを組み合ぜようとする定ゐた｡丸型艇は高速を發迩する上に於ても，又

ノ努jjの一つの産物である。…〃、大き遥凌波性を持たぜる上に於ても種燕の障害拘還
、●の匙一

波型滑走面の起原は古く.剛3年ソーニクロフあり，これが米國魚雷艇として英國スコツI､ベイ
、ﾄが“ジリナス”といぶ高速艇を篝？たときに始ンの設計を深I月するに至らしめた。この様な状態
まる6これば在来の丸型ﾓー ﾀー ボー 耐の船首部は波型艇の批洋'難満目させるもとになり，’9誼
、‐にチャインピースを取りつけたものである堤。年頃からレイモン閥･ハント，ヘンリー.ｼー ﾙー等〆

i910年建造の“ミラ才ダ4世vは丸型艇に波型に依り丸型艇の航洋性とV型艇の商速性との組
断面のステップを取付けて大成功をおさめだ有名合せとして極荏のプランが發表され，一部に‘‘へ
‐を錘であって,前大戦に縦樅Q活躍を示した有名ｼﾄﾌｵー 輿”の橘に於て知られる様になった。
を英國撫雷涯ソークロフトCMB'の先租であ日本では古く大n荊羊にこれに似た艇型,帥贄
る。以来ステップ滑走艇の滑走面には厩くとれがチヤインから率が圓弧型をなす“つかさ丸”とい，
"iMされ，ソー･=$多ロフトの様に丸型に秀ヤオンー全漉が隅田川遥船の高橘氏に1つで建造さ”，ず
を附けた系統と,むしろ皇v型家ﾃﾂブ鑑-やの.ばら亡r遁走性能を示して糠,戦計のv型艇幸
龍骨線を丸めたといふべき系統とが種荏生れた。の競,零にうち勝って工廠水雷部の魚播追蹄艇や航

、酒30年代の魚雷艇復活時代には韮諸し<寝り出し‐室隊ゐ内火艇として多鞭探用されたが，船型に多
たズごツ'･ぺｲﾝのﾊー ドﾁｾｲｼ艇型に對抗Iンくの無理があった鰯,對波性,保紳性に織黙が諺

1 ，で英の鎖スパー;伽めムーラン(英のエー画マリ‘.；充分の改良をほどこされる前に淌えて行った
シ）等がスデツプ無しの波型艇を礁菱し，ポスパのはおしまれる。日本で波型が採用されたのは毒

〒の魚雷艇は鍼大戦燭瑛雨國海軍に多数使附テﾂプボー ﾄーではソーク弓フト系統妙艇型禮憐
謝↓て鯛。割し等は波型滑走面の滑走性能を至る､T-15魚識睡,7米魚濁遊餓廷等である癖，ス
‘として漁ら？だものと恩は”息煽繊輝翻評のテツプ無しの波型としては我が“オメガプレン”

、ﾄｰﾌ宏一急′〈’・1
言一一＝--.
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連時には鋭い船背で波を切り､波に依るショック、
は少いが;'これに大きなフレーアを附けて大きな
蕊術浮jを保たせる庭或不適常であり，一波一波．‐
を頭からかぶって行くことになる。英國系魚雷艇
は高速發琿中は大言零凌波性;耐波性を示し,鰻
逐艦の行動鯛難な海面でも縦識忙馳躯する岳いぶ‐
が,低速時の凌波綴まあま，充分でないものと狸
はれる｡、この設計を受けついだ米閥QPT､は太
牢△大西雨洋にわたる腐し､禰動範關をカバーする
ため；こめ難の改良にせ妾られ,．と’にハイチや～，．
=イン船首を操附するたいたった鴨のと恩はれる。
オメカプレンの航洋性の優秀さは15米ｸﾙー 、‐
ザベ"BOCHO"の鳥銅廻航にその眞憤を溌揮し，
漁船,､機帆船の棚誠してぬる醗域甥の遠州灘の鐙

I MIRANDAIV.~1910.

一
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膳

、

蝋羅懸垂墨墓舗郷懸辰蕊懸雑離懸《釜嬢繼‐
‐撚警篝溌謹雛説矧瀞墓職も6縦舅鱗繍雛繊灌、

侭 濃鮴鯲雪鵜堅溌蝋蕊?彗蒻海軍型噌米内火繊刷180編力で'ｴ5蔀）
プレン<･tこの比較的低速時の凌波性に詔意して比 今後の耐火艇炊弧力な耐波性能を要求されるご

蕊雛鯉嵩奪里筥奎孝幸馬蕊辮職塞裁脇戦雲雫繍嘩臓驚駕
沢となって来た。我謬倒ではその建造識から，燃

I

えるには大きな船首部豫術浮力とシヤープな船首
とv,ふ糊反する要求を滿足せねばならぬ。浪にぶ
つかった時溌一に鈍い船首船陸で波を切叺,．それ
に綴〈大きなプレ苧アと豫怖浮力によ戸て輔く船
首を椿ち上げて浪を越えるのである。丸型艇は低

欝鱗龍蝋窓懸態驚雲毘
､

雄もう荷効な艇を剣遥じて行くのが我餐の務であ

る.。（南鬮特殊造船技術認涯）
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バール。ウヰン號も〔蕪防長）
〔南國特殊造船王子工場建篭）
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.’・譜紺技.術懇談會,第2報〔其ﾆー う” ＜

舶用罐-に診於ける-石炭の燃曉①
・高・田．良夫

一

筆イラーで禰炭を撫堯させる時‘蝿璽の蕊生糎塞なると原子ぽ丁度太陽系の様になってゐる｡中心の太陽に
藺匙なるか,煤塵の原因やその防止對策を考ぺるには，相営する魔!ご稜があり,稜は陽子と中性子とが同じ蕊だ

燃焼の化蘂‐獄磯爵為鯛謹蟄職繍鴬．
先づ錫穰と．鋤艤な現象なあかを知らねばならない。

蝿堯と陰燃料が空氣中の酸素と化合し重さの際多量の‐動じてゐる。踊子と陽壬との激が等しいから原子全罷と、
蕊を霊生きをろ事である｡溺斜の中に雌素,ZI藻,硫しては講軸こ中性である。ところで此の岡を左の方か／
萱'酸素窒素'亥分が含まれ,室氣中には酸素と窒素ら順に見て行くと氣が附く様に一番内側の軌遁には電子
とが含まれてゐる｡燃料が職る曙に此等の成分の間には2箇しか入れない｡例へぱ炭素の原子には電子が6箇
逼ろ化學反1画を極く．簡単に言ふと次の様になる。燃料の．ある力§,共の中の2箇だけが一番内側の軌道に入り他の
恥の耀長は筌氣恥の酸素と化合して炭酸ガズ達作る｡但4箇ほ内側から,2番目の軌道に入ってゐる｡同擬に2番
しこれは室氣力託分に供語された時にだけさうなるので‐目め戦遁に入れる電子は8箇這あり,爾耀蕊の原子につい
あって'套氣が不足してゐろと所謂永宗肇鍵澆をしてーて見ると16箇の電子のうち2箇が第1番目,.8箇が
酸ｲ1錠素になる。同じ様にして水素と酸素から水蒸氣が第2燕目の軌道に入り残りの6箇は更に外側の3番目
識黄と感素から亜減装ガｽが發奎する｡斯様にして出來の軌道Iこ入ってゐる｡上に述べた軸で燃鍵の化學反應
詫高温の炭酸ガス,穀化炭素水蒸氣,亜碗謹ガｽ等・を調べて見ると例へぼ蕨素では外側の軌遜こ6茜の謡子
が読イラーの水を澁必た後煙突から出て行く8窒素は化があるが;此の軌道には8箇まで篭手が入れるのだから
塁厘懸をじないから唯撚饒室の中を素通りして行くだけ更に2箇を收琴fる餘地がある｡此虚へ水素厘乎を引き
である｡燃舜の中に謬る溌讓も塞氣中の酸素と同じ作用入れて,溌素際子，箇と氷素原子2箇とが水蒸氣分子
をL壷他ゐ走素と化合する｡最鋒こ次分は酸素と化合せ1箇を作る〔第2岡参照〕｡､炭酸ガス,一酸化炭素,亜
澆葵の一部分ほ燃饒室の底に残り他の部鋺ま煙突から～ゞ 硫溌ガｽの出来方もこれと同心様に説明される。電子ば
吹き乗ぱき計しる。、

此の様なｲ(鶴反M畷を今少し精しく説明するには康子の

溌豊琴考へ郷護ならない｡物理學によれば物質ばすべて
原子がら出来-ごゐるが，其の原子も更に小さい幾つかの
寺

要素で組立てられてゐて，此の要蕊とは電子,_陽子，中

挫子香ある｡-電子ほ負の電氣を持ち陽子は正の電氣を持
ってゐて雨者の電氣量は同じである。中性子は電氣を持

って鐙〕ない。陽子と中性手とは同じ重さであるが》電子

繊葵等に比べて非常に軽い｡､第1岡は此等の要素が原子

の中で何様な並び方をしてゐる恥を示してゐて，圖で見
ノョ 。第1図原子の構造･

永索〈印淀楽(C》酸素(0>"

'零；…．○・

識迩畿
“参考交懸：

L一

Mariile.Engineeringl948年･12月銃；

非常に輕いから重さが零と老へる陽子〔又は中性子〕の
重さをユ.とずると原子全魁の重さは核の中にある陽子と
中性子との鐘を加へたものに等しい事!ごなる｡炭素の橇
には6瞳づっの陽矛と中性子とがあるから炭調京子の重
さは茜である〔この事を炭素の原子量が12であると
いふ。他の原手についても同齢こ原-j二通が定められる｡〕

・原暑篭が茨あられたから燃境の結果生ずるガス〔第2固〕
の分予の重さ詮計算する熱も出來る｡勿論それば陽子の
重さを1とし割合をとったもので分子量と言ふ。第皇画
の水の分子を見ると2．箇の水素原子ど1箇の酸素原子

とが化合してゐる。永素の原子量は1酸素の螺子量は

16だから2：16の割合で化合する事になり水素1kg

と化合ずる蕊瀧筈圭8kgである｡第'表紘この橡
にして谷元津〆1kgが要求する酸素の量(kg)壷求めた

ものである。，

．‐瀞錬に際して燃料が或る一定の温度以上に達しないと
化躍反輝が行はれない｡此の温度を謹火温度と言ふ°そ
れで最初燃澆を起させようとする時にはマッチなり何な
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軍議溌詞竺
…〆：第2表理論室壷錨計算例割一＝
JT.n.:Ⅲ｡.Ⅳ

癖…雲欝t識騨｡〆
#当-叫、

〆蕊灘燕f≧.ざ勺一三

一篭豐霊唾學":胸2｡臭‘"“上〆

もで燃料の温度を上げてやらなければならない。－直燃
焼が始まれば發生する熱で自然に高温度に保たれる。し
かし除り温度が高くなり遜ぎても却って風腫が進行しな
くなる場合もあるので，例へぱ炭素は發火黙以上になる

と酸素と化合して炭酸ガスを作るのであるが，温庭が織
氏'750度以上になると完全燃饒が起ら-;g=.酸ｲ破棄に
しかならない。狼度が1750度以~ドに下って來ると一酸

化炭素(CO)が再び酸素oと化合じて炭酸カス(COg)
になる。言ひ換へると.CO2は高温では分解してCO･に
なってしまふのである。 ・9町、

石炭の燃焼、

扇炭を燃澆させる場合に億'十分に室氣を逢って筌氣
中の酸素と燃料とを化合させなければならないのは言ふ
までもないが，筌氣を餘分に蓬り蓮ぎでも過剰塞氣は燃
料と化合せ語素通りしてしま斜謂がりでなく，折角燃澆
,によって高〔‘温度になったボイラーに風を逢って冷した
.と同じ結果になるから，筌蕊は迩當な逓だけ逢らねぱな
ら･なし､｡.更に蓬られた空氣の量ぱ適當であってもそれが

鑿麓瀧券辮蹴蕊麓濡r
して,1kgの燃料を燃跨させる‘こ必要な筌氣量(kg)を
理論察氣澄と言ふ。第2表に一例として岡の11列に書
いてある様な組成の琉炭の理論空氣避の求め方が示して

.ある。燃料の中の各元素について薬の1kgを燃饒させ
るに必要な酸素の瞳侭既Iこ第1表に求めてあるから其等
をそのま上IⅢ列に謡く。Ⅱ列と-'n列との鍵を各元
素についてそれぞれ掛け合せれば其の元素が必要として
‘ゐる蕨素量がliる(W列)｡1Vの合計を作れば･1kgの

至塗蕊礁鰯難雪譲蝋蝋鰯
の量を謡Iいた瀞〕2.2830kgが外から鐙ってやるぺき
酸素である。室氣は23.15％‘う酸素を含むからユkgの
織素を含む塞氣の重量は1/0.2315＝4.32kgである。

ｰ 一

‐壺一舶唱電鍍一

驚彗鰯難鴛警鶏芳蕊巽彗
る。賞際に稔理論室氣量だけでは:補足で此の他暹過剰塞
氣を邊らねばならない｡即ち理論室氣量齢燃鐵ﾐ必蕊
な最小限の隻氣電ある｡､燃澆の結果出寒覗塞から出て
行くカズの成分剣合を計算するQも困難で〈趣､.､が,薬
の割合は過剰塞氣の多いか少いかによって鍵って来る。
逆にカス分折'こよって種突カズの成分割合を求めて篭裂
筌氣の量や燃鍔伏態を或る程度推定出来る。そ抑こ健錐
つカスの資料を分析装置に一定燈積だけ卿,『Fに含逵

ト
ー

れてゐる炭酸ガスを薬品に完全に蝿虻させる。吸收きれ
た炭酸ガスあ量だけ鵬積が減るから此の談少趣の官舜蕊
力:ガｽ中の炭酸ガスの割合になる｡次に酸素,－罐ｲ践
素の順序で含有量を定める｡分折の結果鯛箏竣かつた
と-訪れば燃饒に使用されず素通りした筌氣の量が多L事
になり，結局過剰室氣が多過ぎたといふ結論になる。叉
室氣の量は迩當であっても室氣と燃料との接鯛が-1-分庭
行ほれなかった場合にも酸素の割合が多くなるが，こ鰹『
時にほ不完全燃澆の結果--酸化炭素が發生じそれ力瀞
結果から確められるから峯氣の量そのものが過剰である
場合を睡別出來る。

、

音・煤煙の原因，、
次にボイラーの燃龍謹室で石炭がどの様な腕遥で燃える
か’又その時謀煙が發生P丈ろ事があるのは何歳である塗
について述べよう。

・石炭に室氣を蓬らないで熱すると,､その中の揮霊勘ば
氣禮になって逃れ去り後にコークズカ嬢る。家庭で鰯鐵‐
として使用してゐるガスは斯様にして石炭を乾溜しだ時
出る揮發物であり，メタンガスとかその他の溌化"'露化
合物を含んでゐる.ｲﾗざでもこれに似た事が行綴じ
てゐるので,石炭が火格子の上に投げ込詞しると其藍健
温度が高いから乾溜が行はれて石暴の中Iまった揖鋤
がガスになって上昇し火格子の上#ご職星←クスカ軽る｡‐
下から詮られて来た塞氣は最初此のコーク鶏と接綱しで

燃焼が行ほれるが，コークスは大部分炭素であるから室
氣中の酸素と化合した詰果炭酸ガズが出来る｡巌酸ガ気
ほ上昇して赤熱した石淡屑麹過する間に分解して一酸
化炭素になる。〔燃焼の化學の項参照〕｡-斯禄にして出来
た一酸化炭索はその河溌物と一諸極石淡暦の-上種今-侭，
塞氣と接鯛して燃溌3-るのだが,この時空鐘が不足しで
ゐたりガスと塞氣との相互の混合,接鯛が良好に行織れ
なかったりすると燃蒐やずい氣禮だけが鴬職し複雑な組
成をした縦はダール朕の物質に塗化する。これガ螺歪
ある｡煤は要する'弓淡素の塊であるが非常に燃え癌ぐ電
プローランプで熱じても燃えず，寅隣這鋤には晦牝カル
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シウ'.ﾑと混合して罐j寒99度の磁器の板に戦ぜるとか，
高窪の癖(31ご置いて総りくするとかすれば燃える事は燃
えるけれども資際鑛イラーの中では縢狩が悪い爲そのま

袋煙突から外に出てし菫ふ｡この鐸に煤は揮發物醸氣
との接調力悪くて發生目3認るのだから塞義を揮發柳こ十分

混合して互庭識鍋ぎ急しば蝶は出ない筈である。しかし
手焚きあ場合ではこれは非常に困難な事である。それは
手暹石褒を謹る時には蔵えず一様に供鵜するのがむづか
しく，新しい石羨は‐特に相常多量投I魁まれるので，
多鍬の揮發物が一度に霊生するから筌氣も多量に必要に

少

なるに鼈拘らず石炭の暦が厚くなってゐて筌議の流通蓬

妨げてゐろ｡從って何としても筌氣不足にな6勝ちで煤
煙が發生しi鍵夷から橇黒煙が立昇るといふ次第‘こなる。

壷こ螺鐵力謹んで石淡が燃え認きて來ると,,今度は石炭
屑力輔くたってゐるから室氣が必要以上に総分に流れ込
んで表イラーを冷して1_Mk亭｡兎角手焚きの場合煤煙稜

▼戸

竺躍恢i止するのはむづかしい。
"

一煤煙防止法

煤煙p發笙を防ぐ方法としては,差雷り．2つ老へられ

墓議蕊識奮謹蕊
の寂炭が投げ込茜れだ鱈,邦獲物が慧椴に發聖してそれ
に鵬令る室氣の鐙力鞍醍し煤蝿が鍵I封-る様な不都合が

ない8･叉砺炭暦Q厚さ詮薄くする事が出來ろから裳氣の
邇;“毒識こなり撚料と空気とは完全に接鯛して良好な
燃鍵験態を霧郵が出来る｡ス,､‐カーには多くの場合
自動燃焼調節装澄癖付いてゐて察氣の錘を調節するから，
火床の澗庭力麺當に衡疑れ次分が融解して火絡子を痛め
ることがない。．｝

第2あ方法{哉徴粉炭蹴錬である。これは火力凌電，辞
で臆識璽に行はれでゐ蕊#で,_細かい粉にじた菰淡を峯
氣と－謡にパー ﾅﾆから噴出させるから,爾者のi職後
脚ま完全に行ばれ煤煙防正にも役立つのである。舶用ボ
イラ寺でも微粉淡燃鏡鎧置を側llしようとして多くの笈

験が行瞬'たが場所をとることや其の他の理由から途中
で樋蕊された。〆′′

これ以外に地石炭暦?上に崖氣のi蝋流を吹きつけて揮
發物と混合きせ撚饒Q完釜を期する方法や,サイクロン
パー ｰー 登脚肘る方溌が老へられたが,ｲIりれも舶剛ボ
イラー唖型な燃溌室の場合には使剛}来きうi墨もな
い。－〆 〆

班l瓢准た通り一般に手焚きでは媒瀧溌防ぐのが非職
惇困雌であるが,鞠こ燕溌鐙が多かったり其の鍵動が激

しかつ滝りす瀦崎ぼ煤煙防止ば殆んど不可能に近い。更

に理論的には知ってゐてもそれを鐡行;こ懲十のほ叉別の

問題で,人員の面から言っても燃曉に箕の理解を持って
ゐるやうな汽罐土を得るのは簡単でほない。雑にこの熱

jこ關L妄:亡は最近50年間少しも進歩してゐないと言って

筒灘溌澄了霊瀧鯉鵬藤震
き時期にある。－

１
１

、

〃｜
｣

＝

石炭の發熱量

燃焼が起る際には燃料の成分の原子と塞氣中の酸素原

子との間に反"があり相互の掘突の結果熱エネルギが放
出される｡1kgの7Fi渋が燃澆する錫合發生する熱最を
霜淡の發熱髄と言剖寄来物理學が進歩すれは正確な發熱

鐘を計算だけjこよって求める辨が可能になるかも知れな
いが，現在'と上ころでは資際に石炭を熱』｡：計の中で燃焼

さを:て義生する熱逓を測定ずろか,叉は次のデユーロン
の公式による,乳外ばない。此＠式は狸数的に求められた
もので瀞こ'臼礁であるとは言へない。
〔發熱量）ルdal/kg=8WOC+3440J(H-O/8)+2200S

但し上却IC,H,S,Oはそれぞれ1kgの石炭の中に
含まれてゐる炭素，水素,硫渋,酸素の避(kg)である。
此の式は乾いた石炭について得胤れたものであるから，
例へぱ6％の潔氣を含んだ衝炭では0.94〔＝1－').06）を
計算した値に掛けたものが眞の發熱錘になる。．

灘薙懸鰯鰯鰯懇磯竺
方ボイラーの水に像今られて有效に使用された謂壁が何
等かの方法で求められムぱ鍵こした熱のうち何％が利
ﾉ雛れだか読計算出来る。この百分率がそのボイラーの
效率である。損失熱避は鯉突がスによって持ち去られる
蕊と嘱射等にまり失はれる熱である。

、燃焼カスの識蓋．、・
渡生した熱逓と燃焼が多惑の上蝋とから燃暁ガスの湿墜
を理論的に計算出來る｡．それば約1,100度から2,2')U庭
の間にあり過剰塞氣が多い時は低く，少い時は高しでし‐
かし蜜際のボイラー．ご(海輝と多少異った値が出て来る．
が，ぞの原因ほ輻射等による損失による外に高脱鹿で炎
酸ガスが分解することの影響もある｡
かくして高温になつ鐙ガスからボイラーの水に何様に
して熱が鰈、られるかと菅ふ事は複雑な間逃であるから．
此庭には職しないでおく'が高温度に於けるガスの比熱の
麹上,金脇詮通しての熱傳導,熱對流等々 多くの問匙が
これに關係を持ってゐる事を指摘しておく。
、結び’・

禰淡ほ非術た多くの扇錘物を出淵でも燕な蝿ので
〔プスヒ.リン，コールタール等々 ）これ琵徒に燃してしま
ふのは惜しいｶｮら，将来凋淡は燃料としては使jllされな
くなぢだらうとか，石淡の淡化がもつと－般鋤こ行はれ
るだらうとか種々の見通しを述べてゐる人がゐる｡しか
し何れにしる燃焼の間匙がこれからも埼々軍大なものに
なるであらう事ほ確かで音A『は研究筵怠ってはなら灌
ぃ。（船舶試験”

、
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海上に於ける船の復原力を求める一方法一一・
、ミーー 瀬、井靜実、"‐'.

、 ．．

JamesE.Kie…氏《1)が米詞識普穰學會に提出した第〔の式Iﾐようて硲魁の動揺自蝿錘’餓加謀”
論文｢海上に於ける鑑の復原力詮求める~方法｣に就い傾斜が判るから結局電心症置塞ﾛる瀞こは,錐雄量と動
てその大要を紹介する。論週鯛と船攪傾斡角度さへ知れぼ笈い但湿こなる。.‐
本論文は米國海軍省研究局糖殊装澄部.2)の指導でニユ′‐：排水量は吃水標によって充分正確に求め得ら救墓I=,

‐ジﾔーｼｲ州Hoboken市にあるズヂー鐡ﾝﾕｴ業研船繼傾謁又は若し動描II'訓なちぱその最大傾斜角度の憐｜
値も適雷な装置で測り得る｡、究所懸念研究*粋で行ばれた成果によるものである。一

……,こ｡蜜識""‘…,薩渡鑪噸.議鍵誠饗聯讓雛蕊鎭瀧鱸蕊｜
大型船舶D29次模型を使用し礎駿證行った結果をま

の動謡を§I測して載荷状態を知らずに模型の復原力を求＜算定したのである。
、、自然週期を奮際の船賎動描より求め:こと瞳最も函難めるにある。‐、－－

模型の航走同次第'鍵,'56及ぶ2に對し得られた結、なことであって現在ほ次の二方法を使用し浜'いる。
果審示したのが第3岡で，この3同の講々 に就いて黙 （1）動揺記鋒器(k｡''Rec｡rd"~
線”蝋で示したのが後述する2迦計測装渥を使用し 此の嚢置は時間に對ずる船臘助描角度読撫-るも唖
て記録した励振週期より求めだ復原力曲線である｡蛮線であって此の記錨Ih線から相茨ぐ全く‘の動揺週獅轆塗
は軍心識識をじて求めた雨心位澱より算出した復原力曲られる｡次に斯くして整い鋤描曲譲より御"Wa遁鯛
線である。。、、←、を求あ之を鋤をbaseと上で或る週期藍もづ動議の同
・船の排水壁と重心位鰯が判れば復原力交叉曲朝砿Cross数の全動嫡画数に對まる百分比を､plotLて見る。

之を勤続遁期分布曲聯名付礎とずれば之か部輝CurVeOfStabili駒を描けば復瞬力曲線は求められる。

軍心臓瞳はある任意の船隈値鯛角度に對寸1るその復原力，曲縫の山,即ち最も酸多く起り得る動臨週蛎ほ動擴の億・
‘曲線の倣斜を知れば緬弼雌を知らずとも求め得るもの然遁期にN誇等しi,蹟ふことが出乗る。瞳，
であって，この證明ほ附記’に示した通りで，附記1の もし此の場合にやたらに勤続週期を麺｡tも宏い笥鋤3

’

I
－

１
１ ～

’
〆

’

／

Ｋ
Ｉ
Ｉ

、

’

擬記録器の描いた曲線中より遮切と見らえしる勤続の魏蚤

探って分布曲線を描くならば一厨侭つきりLた山を示寸

ことが出來る。
、

！即ち不規な形の動描や極淵こ振幅の大巌る剛鐺〔狸制､1
動瀧と認め得）は之を除い$て百分比をplot'するのであ
る。

蕊1岡<C)は航走同次162･にして鋤{ﾘした誰鐡の一｜

撫綴磁島忠鷲奪灘製霊墓｜
を起す波の性質を知る参考となるものである。、

、
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、されて現れ,．従って曲線の山となって之を卿明し得る様
．になるものである。‘一

前に戻るが,復原力曲線の煩斜と，船盤の傾謡角度並
排水量が判れぼ罰心位獄は附記Iの第〔8)式第〔9〕､式

一によつ．ご見簡し癖鯉で第（1）識こよって,復駒j曲
，線を描くことが出まるの職る｡此の解"7の結果は第’
表に示しておいた己叉第3圖の復原力曲線は第1表に

示じ副た意心位置によって描いたものである。

第1表解析結果

｜
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・第2画動揺適期分布曲線（自然週期算定用）

露2腫は同じ統走同次〔'62〕の動揺邇期分布曲線

墨:譲豐墓駕篭團鍵皇陶蕊2澱
詮鍾≠′
鍾動携記錘震ﾎ鰯fReCCrdjngIB11"Analyser)
鑑繊職ほ之を｢ﾏ〆ﾈﾂﾘ､｣でsteeitapeに記録
挫J璽嘩qUex,cyC｡mpdneatの「スペク}､ル｣分祈
鑑鋤擢認鋼騨折器で行ふことにしだ〔本装置の説明ば別
嘱職のことにするう本装置は完全に自働的のものであ
壱宅「謡ペクI､ル」は鹿錐装睡で自記する様になってゐ
るb

第塾|圖鈎“瀧同亥'62に對する記録の蜜例であ
毎竜野目盛iご依冒って動揺週期ｵ埴隣砂で讃むようになつ

･篭塗る匙一一

動捻織自然適期で行はれる傾向があるから此の記録で
謝る鐘侭固清娠動歎に営る価所は常に必ずある程度狸謝

~

剥した|’

1
－'’
1

1で刺

｜
した値

測しだ

で計測

’

〆

0.067

記鋒解析器
値一

0,091

0.016

0.016

10.00I

第3園を見て判ることは#角鹿の侭斜の場合の復原力
）極砥て正確に求められてゐることである。貸際問題と

してほ心角度の場合ゐ正確性が最も必要なのである。
氷報曽に記戦した方法では船が水防を朧探しておつ
・で,御颪力交叉曲課分鑓用し得る七とを想定してゐる。
動的計測(DynamicMeasurements)は從って見かけ
の露心位腫を知る上1こ手掛.りとなる＄のである。もし自
由表面がある場合には計郵から求めた復原力曲線は「鑑
ケット↓の影響といふものを含んではいない｡即ちもじ
船内の淵轤水と自由に交通し得る場合には大傾紳ごな
る程著い誤差が生じてくる｡.
然し小傾斜角度の場合にほ十分通似的に復原力曲線を

描くこどが常に刺能であると忍iまれる。船の『I､リム」
が大きい場合では復原力に癖L,此の場合でほri､リ
ム｣の愛及ひ§他の數宰を知ク蝿綴の形状より計算し又
'ま模嘩瞬'さよって計測ずる等)あらゆる「I､リムJ鐘
こ對する復畷力交叉曲線を準備せればならぬ‘》

緬職蕊麗駕顔霊懸織
rることの必要さ力判ったのである。
附記Lの第(の式によって復原力曲線の傾きを計測

ー

b
e

、

１
，

筆3図._復原力曲總

〔4）準2園にplOtした砿は衰際は相降る五職の平均

艇であって曾IW誤差を消して曲線を'Smoqthに

し幸'も＠である。即ち，例し､0鎚期が3.5秒の
0ところに雷ろ曲線が示・ﾂー 百分比は迦期.3.3秒ヶ

灸通観3る5秒,3.6秒及び3.ｹ秒に該鍔する動
祷回鰯涜分比の平均値曇示す6
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S=平衡の角度に於ける復原ガ曲線の傾斜,吋瞳diam

（錯題の傾き力零の時の.GMの値に等哩『戦
K=船麗の雲動半樫-(radius"ofgyratio剛蒔
T=動描週期,秒＜、霊－

-G=電力加速度,吋紗2-
~

故に角度が〆の時の傾斜ぼ

’

?ー－可S""zZO'Qjne

』二}………"………皇…･急くるわるe,土彰ﾉー 湿と催J

1津4．図復原力曲線世描く方法：
K3〕式及（5）式を（1）式及（2）式に代入すると

一L●

’ I|

O=J''一asin勢一jCOS弾…､．…冬…<6)
するには船膣の環動牢裡K(RadiusofGyrzition)を知、－

S=J'"'一α"cos_g,+6sinf"･･………､(7)
､らなければならぬ。

．．〔6〕,(のを解く､と‐．、～
此の蛮験に當ってほ此の値は同一排水量,同一鋤擴邇
期の場合の瀞水坤の動揺に於ける値を探ったのである。‐ a=(yldsinji+"'cosの－SCoaP.･聖詑鐵．

6=("coﾐ'+"'siri"串勘.'･･壺靭、此の賓鹸ば更にI蕊鹿な「データ」の解析をしてKを
故にα’6が(8)式及〔9式より求められるがら鐘誌

種々に鍵へた場合に適用し，更に將來の研究のために使力曲線ほ〔,）式より森易に之を描くごと力泄来る画一･用隠値を大にする檬改燭-る必要がある。
附記，理論．⑥式及(9)式にて括弧内の数値はあらゆる轆縫蕊進

に傾斜角度に對して計算してplotせねばな勤ない｡、第4岡の曲課Aはある與へられた排水量に於て復原
故に促進されるわけである。

力交叉曲線より求め‘た復原力曲線とする｡､曲線B.は之も＝・
附記n､-、

，より.sinec6rrectionをして得たGMが零の時のもの
である。（諏心瓢がM熟にある場合〕＝船の復原力差求めるのに，不規な波⑳生ずる海_Eでぼ

船の動癌遁期を研くるに最応多く生ず'る動摘週畑ま路のJを此の曲線の縦座漂即ち復原挺とし，叉

”,=舟一一〆自鰐蕊ろ‘誌澱堂簿ら麓熟鐙塞溌
を此の曲線の傾斜とする。叉曲線cは今決定しよ5と ‘‘動賎の大部獄'といふ観朱でばなく七、"そC迩轆鍵

以外の週期よりも多く-生ずる，;と云ぶ像にj騨舞識噛調する蜘皆の遮際の復原力棚線である。
同様にZを縦座擦（復瞬延〕とし 解されることである。、

z'=_gZ 同様に叉正しい波の生ずる海面では船は鐇局鐸a錘の
α0 週期によって其の動描遁態が強制され,藥瞳波唾遁揃腫

を傾斜とする｡、 迩似すると恥ふことも明らかで念る：然し船の如何なる
’船鎧を水防と假定して老へれ“上の曲線cぱ曲線と動嬬も自然週期の動協と鯉の諸影響とが合したもの蓬あ
較べると重心の蛮際位置がM鮎にないためにその値がつぜ，従って自然適期の問題と稔叉別珊のもので塗る堅
異るのみである｡換言すれば縦畷亭はyよ‘sine_とも明らかである。
認オcosinecorrectionをするだけで求め得るのである。 自然週期のﾙﾋの性質は蕊｡odS,恥e癖學厩究既
第4団の略圃Dにて重心をG罰と假識-ると(OceanographicIristitute)の好意によって畏ざ69'X
息==J-αsin6-6cosO･･….………(1)のV型盧帆船.Phy"lia號及び40"'V型麿撫賠

及び皇'=jj'一αもOsO+6sinq･･･…｡．…J･･･<2)Asterius説を使用して01946年7月11日より19g
に亙り函漁した結調皇られたのである。・・ 船の傾斜が駒の時には、

＊らば鮒=…………ぜ…（3） 此の蜜鹸に鴬つ室動揺自然週期は船巻葡潮Uいで動揺せ
しめて砿めて見た。

である。亦模型蛮鹸によって傾彌摘度小なる時は復原力 本研究は更にBethlehem造船所(New,Jersey州I
曲線の傾斜ほ次式で現はされることが判った｡′Hoboken所在〕の好意によって佛閏油槽艦Celimene

s=gg延延………..I…<の、 を使用しても行って見た。
≦GTS
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一船.の'科摩~－
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，三菱瀞戸造船所便り，
■＝

本日は=職蘇卜學」の誌上をお借
むして祁戸造盛所の構酌を御案内し
萱逢う。

、饒野原となった祁感こ珍しくも完

垂'二残った6階建の本館を左に正門

’蕊:総窪震鑑鱸
繍欝縣鰯鐵雪

8＝

一

、

"

謡一’
一

’
か壁へるといふものです。今入鶏し
旬一

,てゐるのは關西汽諾の那智九です。

別府通ひの疲れを一時休あ老ゐる所

ですね。・

これが船臺です。4つ並んでゐま

すが,起工してゐる船ほ第4次のB.

D型各1隻だけです。長い間まちに
召

まった建遥許可がおりたのは10日

程前ですが，もうバルクヘッド・が立

ちﾀ賑もつき始めてゐます。恐らく

起工から完成まで4ケ月かからぬ歌
でせう。左の船塗に負けず右の組立

･一

場でも澤山の從業員が工事をやって

ゐます。之は炭坑の炭車です､，刷曾

頭多くして船山へ登るjといふ諺が

あり童すが，「工員多く.して船炭山

入登る」とでも云ひますか。
おやおや話をしてゐるうちに進船

所へ東の端まで來ました。この遜一・

器は戦時中は潜水艦を盛にやってゐ

た所ですが，今はﾀﾄ業部の主力とな
って,新船遥の職装修繕船の工邪に

全力をあげてゐます。昨年1年の修

諦鑑識蚕250隻62謹細頓で全日
本の所有總トン蝋が約200苗と云ひ
ますから如何に大きな能力を謝所が

持ってゐるかお分りと恩ひま心
意だ和田桟濡方面の工場や，本館

内の那務方面，或は組合關係や野球

場等の厚生施設等御案内や御読明も
したいのですが，時間がL》や誌面が

‐

ありませんので次の磯會に致じませ
う･と,(K.K.)

かね」の,2隻を出品優秀な成讃をあ

げま蝉た｡その後ほ大阪商船の2,000

1､ン貨客船白雲丸，更にD型貨物船
b堂宇

‘工隻,C型貨物船2隻の引渡しを終
へました。職工員合計6,000人,､外

に多数の吐外工j臨時工をか上へ上

記の通り多量の作業に鐙はれ通しの

営所はまだ一度のスhラィキも溌鐵
せず至睡平和に過どじてゐまず。′

、話をしてゐるうちに第1岸壁へ参､

り蓮した｡今繋留中の船はアデリカ
のアーミデの船です。営所は指定工

場でアーミーは勿論コマーシァルの
‐グ･

詔むひつきりなしに入港修理工事も

多忙を極めてゐ蚕す。岸壁はこの外

に4つ,外に桟露が'つあ，,修繕
船工事,新輩船騒装工事に使用され
てゐま式。そちらに見える大きなウ
ォールはドックです。祁戸地方は地

盤が軟弱な篇，所謂乾ドックを掘る

郡が困難でこiの様な浮ドックを’使用
して癒るのです。営所にはこの外lご

同じ様な浮ドックが2ケ，乾ドック
が1ケありまず-．お隣りの11l崎重工
業でさへドｯｸは小さなものが移
しかない事を恩へぱ，この4ケのド
,ゾクを持つ醤所が紳戸地磁でいかに

調法がられ又I､し参バー報告で賠償
指定から除外された理由の一端が；
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造儀屋さんの方が遙かに多く鎧硲と

砿汎是鍔遠い宗庭I臓氣冷蔽庫やら

．璽鮫局の爆弾職簿やらまで作ってゐ
重す｡終戦後遥諾一勘張りではとて
もや＃し奪いので製紛嬢宅電氣製聡磯

｜‐権も手を出しで遥雇蹄をやりとげ
走名残りですら

1罐落…で談｡欝厨ほこの‘トこの滴"室地はB29に11､ン爆
乃〃

'一麓耀驚糯，灘
，行船A型3隻を莞成溌いてトロー

|燕繍撫蝋
蕊海汽譜あけぼの九を，更に青函速
諮の豪華第1鋸洞爺丸を完成させま
した。本誌では浦賀船渠刀耀周丸に
すつか;り豪華船建造のおかぶを燕ほ
れまLたが営所はこの満爺丸の外に
学端，大雪の2.隻を矢つぎばやに完
泌關西汽船'〕瀬戸内海i,03]噸型
寒職建造競走に＆「あけぼの」・｢あ
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次號内尋(6識）
．日才

諺船工業の生きる道..…..……･‘．．"………米宇田．博内慨
舶用機關の今昔･･･…･…."..,…….……,朝永研一郎帆
蝿峨伽卿材領鐙についで､…．．…･診…･大久保洪徳箪
獅歩ルベージ〔二）“…．.…...…..…』.､藏田雅彦、

浪人の鯉言(五)".….…｡…………っいむこ＃，
翻併に鋤る多畷壷…………,………堀元．美．フ,メ
特殊潜航艇｡．…･………．．‘…･….･羅井静夫御諦
船纐披附懇淡會（第三報），

，、幻．
-30．－－
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－，譲肇希望圖書

日本近I鎚船史(大正時代以後)………鑑冊ﾂ協會綴内燃磯船要目表（造船協愈稜行〕．

帆艇(小田千陶鋤･･卿:．.………日本機動艇協曾發行
夕 ｡タタ

一

、船舶技術漬料第1集發行

夕罰ｼIカー萱料I'
ﾌ'メリカ大型タンカー約“隻の詳細参考費料。△
御希望の方はすぐ．船舶按術協會まで御申込み下さい。
償絡一部．40圓．〔邊料4圓）
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、油憾般3,000離噸2",800總噸2隻：…

、客般500總鋤1隻、、-。‐‘≦
,以上合計-62隻15蔦辮嶺であるめ3，．總言吟部の許司

があれば外航可能の大型船(TL型ﾀﾝ九-6隻麺
貨物船3隻合計'0麹)､‘び新造も希童心莚ゐ窪一

ゆ

，24年度木船建造討霊，‘．：1『

こ24年度の蝋建謹言霞案に今いてもこの程内定しだ所
によると，．今年度は約107,700噸で，昨年度の75,000

噸より約5割増となって居り，正式決定をまって具魁的

計塞を義表することになってゐる。‐

・‘燃料油飢震に拍車・

迩憲露零瀦藍騨凱雪繊蕊難
鶏膿瀞騨雲霧鰯鰯駕駕
成行は蕊鑪貞れてゐ葛。，．、～

永這辨油劃雷につ‘,ても4職懲議,2,5坪藍決
ったが‘,水窪蕊要求に對する充足率は釦影:楚,漁業に
對する重黙配給の方向に進むことになゑ橡で零る｡纈匡

機賊油グﾘーｽう揮發油等は充足率60~65％で,瀕
當節約をせねばならな)､。‐.。

全國港濯調査、，

蓮織省ではGIm指今により至國の鶴の概要,遡殻
等について下記事項の調査を蜜施した。本調査はG麗趣．
志に報告提出された｡港遥の施設,可参理能力等が詳細録つ「
てゐることは'職重關儒者'鞠こ船乘りに侭黄重詮迄‘と
である。、

'.港海の撫要一潮流'氣象,陸上塞蓮機關,蕊電施
設,取識寅桧‘荷役努務表等－

．2．接鈴錐設－－繋船岸，上犀，荷役樫械，鐡道連絡，←
迦絡道路，電力，定期航路等、。
3．保犠施設一倉庫，野獄錫，織物エレベ毎夕－2油
糟等一。・

4バンカー施設一二燃料油,__f合油施設，船焚料濠拳．
5．船舶修理施鼓－－#既要，”ク，船架等
6．曳船及艀一苓一曳船,蒋邇艀，給水艀，‘油艀,石炭締，
‐起重機船等

～

7.内陸水路の

．魚雷試鹸船改造の日洋丸完成、

縦鱸謹蕊f欝澱蕊蕊霧護
鋼管鶴見造船所で竣工した。－｡。，

、瀞間長・､50､83m
漆、:慨、，
、蕊鶴避一620噸；，！800砿竜、

主鱗蕊鱗蛾辨幽程ヂー ゼﾙｴ華 ｡、

速力鹸大’0節，巡航8節趣

｡

、
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金剛丸返り咲く‐＆←

昭和10年關釜迩緒船として三菱長崎造船所で誕生し

た金剛丸は,、昭和20年5月鯛雷の博多沖に沈没した

が，21年7月引錫ぼられ長崎に同航，復奮工率が行は

れてゐたが,2凋末工事完成し運輸省淡島鐵這局に引渡
され，見事な互船として返り咲いた。．

、

長126,5m×幅17.46m×深10m

織頓数7,059.87噸
〆

旅客数1等4q人2等324人-3等.1,625人・

‐速力23節．．
主機ダービbg<12'000軸馬力
本船は沿海蹴行腫域航行第’級船で，無線電信,救命
設備,消防設伽は短國際航海に從頚する第-種船｡尚改
装により多少蘂更詮見たが基本計謹には塗化はない。
、ノノ､､B型船の建造計霊
第2次B型船3隻の虫？大同海運（川崎識駒(ま
3月31離水,高利丸上命名され,5月21日竣工諜
定。次いで三光汽船〔播磨造船）は3月図6日進水,陽
光丸と命名，5月末竣工識定｡節3船ファースト･シツ
ピング〔三菱長崎〕は4月16日進水,パシフイツク丸
を命名,6月中旬竣域定｡第3次B型鵬2隻銃IJ,
三井船舶（三井王鴎〕ば”末進水,9月2頭竣工議
定協立汽船〔日本鋼管）は7月末進水,9月末竣工溌
走。

第4次B型船3隻はKB,6日産汽船（日立因島）

は2瓦24日,KB7大M威柵〔三麹叩戸〕4ま2月16
今日,､KB8三光汽船〔識曹造船）は3月5日夫々 起工
した。B型譜は何れもABクラスをとゑことになつて
おり，戦後外航可能の新造船とし-ご完成力蝿待されてゐ

も

る。
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P

24年度新造船計遥内定一

斎,霧駕織蹴年に鱗る…噺鐙鱗
貨物般B型14",C型11隻,D型"12隻ぅ．
300總噸20隻計57隻
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マタンカー書社現有勢力

昨年12月末現在に於ける主要タンカー會杜の現有溌
況は下表の通り.である｡‘～

も夕

隻總噸数重齢頓

－－－飯野海蓮、1053,76386,200

-日蔚灘船〔日東汽船〕621,03133,930良
；

ず三菱汽艦”217,31327,786
.日・本商"".11=9,18117,490

学・共瀕ダシ芳一～11．9，17417，492上
日本水産、、1.10,02015,841

Jr

蓬莱タンカー8.6,43911,447

．大洋漁業111,78116.092

種洋捕鯨19,96915,849
＆

雫和汽船近海油槽船)12-7j78812,959--

一新日本海蓮1．2，8304,869，．｜
國洋汽船_1_･2,830･4,7341

昭和,油槽船22，2463,02珍

東邦海運、12,4173,488

1田．光興産42，1002,704
〆

拐海運2’,蝿］,6411
日東油槽船1′868-1,650・

中川汽船1868－1，650、？、
。朝鮮油糟船27861,006

,

上-村彌~太郎1286398

日魯漁業1128200

計.80172j973240,778

1
ケ

（日本タンカー協會調査に言よる〕

＝

犬型タジカーベの新造熱

鉄ﾝカー建造の要望刀牡界翻共通の鐸と肩なって来て‐
るるが,識海迩界も大型女ﾝカー謎の希勤観はれで
来てゐ員｡現在職標船･TL型等の澗槽譜への整備,改遥
力嚇8隻程進行中であるが,24年度新造股に對してタン

鐘'一の建造熱が次第に高まりつ上あり,先般海運總局の＝
調査し筵廃によれぼぅ下記'4鰄の希望は伽もi5,000
頓薩鼠識頚以上のタンカーを學げてゐる。翰出タンカー

霞皇の成果に對して大見,に鰐待してゐ症とが龍ほれる。
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邦油槽一船一覧表 ／・（船舶蓮管念所属）（24-]－1）

大修理,騨協歸慧瞼邊’合計1鏡準噸敷｜－強
|:C"In"|"IG"|nW’ ’－－斐数|ET.’ 蕊数|GT.|nw:D.W.

－

一
恥
蠅
潅
蕊
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一
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‐44，978
80，938
14;73＆
42，255
1,307
20，691
375996
，825
鯉4,723
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腕水，峯氣曝.(Aegating),殺菌;･卿と"a砿郵乳誇却！
(熱を切離し,プロワーとして使ふ)，饒昆矯正,，僅哩露
鈑金作業等Iどこの熱室氣壷生穰の使用方面が多違庵らご

‐5‐‐‐‐
と力罐類されておる。‐．
■、字

過去数ヶ月間I懇ける試験的工事に於てこの穫獺蓑
も成功した例はリバティー船PrairieGroveをトヅードの

ホポヶン造船所で戦時状態から商船としての貨客飴に識
造した時のも･のである。どの船力認備鑑陵としてセン膿
ヂニーム衷河に碇泊中,18次の水中に沈承,機關謹逢
部水浸しになった｡愚第三甲板(LowerdeCめに賜った
几での制御器,配線,擁助電動賎が,主推進磯城と共；二
水をかぶり使へなくなった。

PraixieGr｡ve力誰胎所に曳行された後大型の譲作
THAGNo.10をその船上に吊上職二甲板EMam
deck)Iに据付けた。本機は温度350｡Fまでで室氣流量§
は毎分10,000ft3であった。ポ‘シプで排水した鐵蕊J6"
長さ約90ftの睡熱キヤンバズ管と蕊建氣塞機吐出画
から開いた艫口を通どて機關室に導いた｡奎蓑水面積瞳
200乃至250oFに調節じた熱室氣を供給した。3日の‘
後に僅か2人の工員によって全遮劃が完垂に乾燥し；い
つでもエンヂン外部の再絶縁とワニス蕊が可能とな室
た。

普通にはこの作業は3乃至4通間垂はそれ以上を蕊
するであらう。

THAGほ更に洗瀧と塗装に關連して使用さ麹る。主
推進機敏と捕助モーターは割雫独用中カー表ン罫墨,､朧と少。
ウースを混ぜて厚く塗る必要がある。暫くするとこ《a被
覆は非常に厚くなり除去するのが困難になる。約20獅
の熱茎氣をその部分にあてると，グリースは直に溶けぞ
の部分を四竪ｲI撫で迅速に没ふことが出來る｡"四騨化
炭素は急謹に韓愛してし謹塁｡洗礁の後は電繩鐸の外
部を特殊のワニスで塗装3－るのが普邇であるが,このワ
ニスに硬い耐久的の儒幽漠をあたへるため婚熱しなけ?L
ぱなら厳い。この操作は前には赤ﾀ畷ランプで行ってゐ
たがTHAGによってはるかに迅速廉侭に行ふこと力拙
來る。
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BeslcI･試験用高座罐
4、

Florida州JacksoxivilleのMerrill-Stevens船渠工場
で涛丘BeJerの試験用高鴎進を劉乍し,船のｲ墨促進，
修理方法の改善に貢献してゐるが,引綾き研究が進めら
れてゐる。

南夫西洋方面の篭船所では最初のものと思はれるこの
新しい義イラーは，零から始まって嘘か2分間以内に
900.F21,5001b/in2の蒸氣を發生することが出来る。こ
の蒸氣は安全辨,調整辨,減唾辨，ポ芝プ類タ豆ピ”
ケーヂ等のテストに用ひられる。從來は船の蒸氣を用ひ
て船内でテスI､されてゐたものだが,工場の試騒場にも
って蝿Lぱ2分間で試籔がすむわけで,船到りも工場作
業員も大いに助かり，鐵陥の節約も由来ることになる8
Merrnl-Stevens船禦ま75年前は小さな舶用鑪物工場
であったが，今では’2,000噸入渠可能の船渠を有する
南部最大の造船修理工場となり,過去4年間に150萬
噸の船舶修理をやって來た。

トツド造船所の新案

，トツド造船所(N.Y.)ではTHAGと名付ける機械を
完成したq之は熱室氣發生機で，一様な熱室氣を任意の
速度,温度,流量,睡力雷邊出することが出來る。船の
モーター‘や機關室内諸機器が浸水したり凝譜水で掩はれ
,た時,之を乾燥するとい占著通り造船所の仕事にこの機

嘆撫茜さ麓ビドｱｯプに獣の雲をあげ
トツド造船所の技師によればは,THAGは機械を清
浄にし,乾燥する問題のある所にはどこにでもその販路
がある。硲丙，航室機,保修工場ポデル，大建築,洗
濯屋等々。又種々の製造課程に於ける溌熱熔融,饒鈍，

磯城の寸法は二種あり，
1,000ft3/minで,No.10

ft3/minである。

No.1は温度350･F,容量
は温度350｡F,"10,0)0

推進器による操舵

衝突とか坐洲で船力額傷するのは，舵の故障とか，礫
作の失敗によって起ることはしばしばある6河川航行又
は曲りくねった航域を通行まる飴にとっては，潮の柵L
に對して動く．か》･低速でゆくことによってのふ安全力蝿
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●

せられる。舵の-一般的な形の限界を打破ろためにミズリ大きさ，使用範函その他が十分分ってゐないし，縦籏遥
三河上流で航行してゐる長ざ596沢の船(穀物運鏑駒度あ鮎も考慮せねばならないけれど,研究し参考とする
は車にプ戸ぺうの推力によって操舵される。船燈を中心潮が多分にあると思ほれる。
IS360度i同鱒することが出來る。この船は@@Haftour"--

第一回超大型タンカーの進水
'maSter"と呼ばれるヂーゼルエンヂン〔操舵と推進の雨

方腱用ひられる）が3基あって,之は夫々 ユ606同韓， 現在米國に於て建造されてゐる超大型タンカーは48隻

300馬力を出ずGeneralMotors"engineによって動かある。此の中EssoZurich號がSIIn造船所に於て，
されち｡夫溺70同轌のプ直ぺう速度を生語る様に5.§1948年12月に進水し,其の後ニュー･ジヤーシーのス
對’の減速比をもつギヤ戸によってプロペラを動かしてタンダー･ドオイルコムパニイに引渡された。現在蒐錯中

のタンカーは大燈此のEssoZIirich.と同じ型であるのゐる。

更に船首部に単に蝶舵のみに用ひられる165馬力のヂで'此の船の大略を次に紹介する。機關は歯車式ターピ
ーゼルヱンヂンが1基ある。プロペラー推力の操舵は電シで，速力16節に於けるフ・ロペラ同縛数は毎分112同
氣的に操縦室から操作きれる。水唾式ギャーが土ンヂン’鱒。この時エンヂンの馬力が'2'500馬力である。ター
のクラッチと絞り辨の雨方を操作する。而してその方式ピン入口に於ける蒸氣温度840?Fで蒸氣唾8351"in2
Djこて航海士がどり方向にも一事杯のプロペラ推力を瞬間的26,000重量噸｡油燕邊量最大228,000バーレルである。
に向けることが出來,かくして永門の内外を航行操縦すヅｪﾈﾗﾙ･エレクトリツク會吐製400キ戸ワツ!､の女
る鶴こ時間の浪費をすることがなくてすむので便利であ←ビﾝ發電器2蕊を術へてゐる。

格安船債の大型客船る 。．“、
レ グ

opeg_Framesystem(開放型肋骨構造),ニューポートニュース識階會吐では.19,鶏年12月1

蕊
だ－般的に用いられる域にけ達してゐない。
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である。種の方式では咳調麹蕊の渉剛含量を少くとも罐水

中百方分の二F1弓以上と弍増である。しかし遇誌上は少
しでも燐簿鍾が過剰ならば完全に硬度は0となる。

もし罐の外部で硬度を下げるには,氷の畷化装霞,沈
澱タンク等高償な厄介な施設を必要とする｡･騨基性燐酸
堕に基づく詰永虚理法を給水タンクに直装應用するこ､と
は出來る。併し之には次の如き面白くない黙があjる。即
ち給zk女ンク中で硬水中に含まれるカルシウムとマグ兼

シウムの璽あ作用で作られる燐酸蝋の軟泥は，多かれ少
，かれ給水タンク中に沈澱することになる｡-この軟泥を峰
タ々ンクから除去せねばならな↓;。・

鉾

タービンの速度．鼻
一

奔一ピンはその危嶮速度の附近で趣噂してはならな

,ぃ。この時に激しい揮助が起り，故障が起き或は機關を．
4

破壊し差ることがある。設計家ほ危瞼速度が正常な蓮韓
速度の上叉ほ下に來る様にすることが出来る｡､タービン
が負荷に無關係に一定速度で作動するならば(ある種の
久一ポ電動装置の如き）危嶮速度は普通正常蓮韓速度よ
り低くなってゐる｡蒸氣をあげる時は危｛瞼速度の所をな
るたけ速く通過させる。タ言ピンの速度が負荷で鍵る装
置では危際速度を迩湾速度範悶より高く設計すること群．
多い｡從ってある負荷に對し,危瞼速崖の近くでダーピ
ンを運漣する必要ぼない。

タービンの危嶮速度といふのは，タービンの同鱒質量

の動力學的不捲衡ｶﾐらおこる振動の振幅力轆大となる速
度であって，その範函は普通小さい。その速度に於て不

嬉衡の動力學的の力の遁期が,同鱒質量の自閏振動の週
期と同調ずるためである。この速度の｣二下では動力學的

均不衡の效果は無覗出來る。舶用として可蘂速度冬r-､IZー

、ンは歯車タービン推進装置及び郁職駆動に使用される。

難興|蕊驚墓垂蕊繍堂麓皇
状態に對し衝動型反動型何れ~己も一つの段落は唯皇塾つの‘

速度に於て最高效率を有するからである。

タービンの速度が低い時は各段の翼の速度が低く，艮
好な速度比をとるためには多数の段落が必要である。タ・
一ピンの速度箸あげるとこの比が終には過大となり敷率

麓墓鰄畢駕蟻渠懸皇鰯蕊
の数をへらして效奉を保つ。故に船が唯-剣づの速度で能

率よく働く時はバイパス辨を要しないが，礎い速峨腿

蕊差響鱒蕊篭墓墓鑑う鑿懸鬘恵
波数ターボ發電機に用ひられる･

〃
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直流發電賎の逆極性、、

直流發電機の逆極性といふのは，固定子の主界磁を流
れる電流の方向が逆になる事である。このため凡ての極
訪残留磁氣が逆になり，發電機がスター1､すると電睡が
常と逆に發生する。この状況ほ電睡計が常と逆方向に振
れようとすることであらほれる｡逆朧性を修正する方法
は多数ある力識際的方法は二つある。

a)正い極性の發電機を同じ同路に入れ,潅正すべ
き謹電磯から凡ての刷子を掲げる。之は厚紙を刷子と整
流子との間に挿久すればよい。この發電機への同起遮識
‘器を閉ぢ’次に急速に主スヰツチを閉ぢる。電睡計蒟韮
しく指示してゐるかど･う力調べ,、もし矯正されてゐなけ
れば同じ方法を操り返すが，主スヰツチを入れるまでに
前の倍位蒔間を置く｡くそして再び電唾計を調べる。この
様に長くかぞへると電流が長く分捲界磁を通過まること
が出来るのである。

配癖農の配置の都合で二蕊の發識を並列に運韓出来
ぬ時，叉發砺機一蔭の時は次の様応して行ふ。
b)修正される發寵磯の刷子を前と同嫌に掲げる。こ
の場合何か価の電源を使はねばならないから，電池又は

●

他の直流を分捲界磁捲線と直列につなぐ。結合を3～5
分間そのま上､にしておく。次に發電機を元通りとし起動
せしある｡電池と分捲界磁の定い､連結は一つの謡巣を
各電池の端子につなぎ，次に他の導線を他の端子に接識
して行ふ。篭畷隷の針が正しい方向に輕く動けばよいが，
そうでなければ電池への逹結を逆にする。

何れにしても軍に主界磁の極の残留磁氣を逆にするに
すぎぬことを注意する。複捲直洗發電機では分捲界磁の
導線は極捲線に結合してゐる電線の丙の紺､､､方である。
直捲界磁は常に太い電線であって腫別がつく。蓮極性を
さける最良策は發電磯を注意深く取扱ふことである。正
しく稔走したメーターを雌､｡二蕊の機械を並列にする‘
、前にスヰ'ツチ配置を理解してゐることを確め，最後に發
篭磯を躍動する機械の状況を良好にする。調速溌被構と
凡ての機賊の速度鍵化をチエツ.ｸする。發電磯の凡ての
接綾ば稀に緊辮に保つ。界磁の接談が弛んでゐると，並
列に運鱒してゐる双方の發電機に逆極性を起すことが知
られてゐる｡整流子片の閲に小さい銅片が模入して他の
發醗護に逆性の起ったことがある。

~

‘給水の硬度豊下げる方法
給水力轆に入った後のこと‘と假定する｡鼬､この場合にと
るぺさ一方法は睡基性燐酸醗に基づく識水魔理法の懸用
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_船がクローズアップされる等によって，木材は忽

ち貴重なものになった。そして現在も依然として

l司様に重要費材であることは云うまでもない。
、
× ×。入

學大鵲我国の木材の資源は;調査D仕方に依って
は多少異った数字が出るが,慨ぬ第1表の通りで，
細蓄穣は約60億石である。このうち1.11の奥にあ
って何としても利用出來いも'のと，設術をすれば

利用出來るが經濟卿亡成5立たぬ分を除いたもの
を利用可能蓄稜といって，第2表に示すように用

材21億石,薪炭材珍億石程度である。之を無

言感に伐ることは元.も手もなくす上に，治山治水
上も無論大問題である。現在でも毎年絶えない水
害の原因の一つが戦時中の森休の濫伐にあること

は定説である。そこでその跡吐末の植林が必要で

あるとと勿論であるが，差しあたり元を食わぬた

めには毎年利用可能蓄積の3％前後に相徴する生

長量だけを伐採すれば良いわけで，これを標準炎

探最といって，第2表下欄の数字が之を示してい
る。即ち.用紘4,500萬石,薪炭材3,500寓石であ

って,"雀だ需要充足に遠い。（昭和23年度の珊材

必要量は約7,70う寓石《と云われる｡)それで，經
濟的條件を無観するとす第3表の様に数字は5割

、

宅｡

ｰ〃

木 材の一般事情
、

、

梅澤蓉雄

木謎謎に翻しては云わ手もがな,鋼紹に於逗も
荊織重遥の’割前後を占めるほか，その他種毎の
息蕊装品の鱗成材料となり，叉造船，造機の工程に

-於そ,型恢,捷憾足場盤木,進丞裳,木型荷
鐙等の極めて救多い用途を持つ,k材は，工業用資

赫としては最も古くから蕨く使われ親しまれたも
・のであり，殊に我國ぱ國王面積の67％を林野が
占めている世界でも有数の林産國で，我堂の周園

蕪見,ろ箔んどすべてのものに使われること他iび材
料に比して唾倒的なので，かえってその侭値は忘

れられ勝ちであった。しかし先般の鞍箏中シ各腫
エ業の施没が擴張され，叉鋼材の不足と共に木造

己

--デ縄lz一番大切載るのは
､

實材噺る---
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第 1表林野両穫及ぴ蓄獄 〔22年度末〕
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錐3表經濟的條件を考えぬ場合の利用可能蓄穣及び標準伐採識〔軍位1,000石〕
◆ ■毎

~~T ｜鉾葉
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方上主わり，拶雛伐採量は用材で6,400蕊石,~薪

炭材で5,300寓石となる。しかし,.平時の欣態で

抵經濟的側牛を無硯する'ことば出來ない。さりと
て無策でいるわけにもゆかない。經濟安定本部の
費源委員會あたりでは，槻光や水力開發と抱合せ

･で施没をすること淀考へている様である。
X××

輸入というごとも一應は考えら軽るけれども5
現在世界的に木材飢僅であって，アメリカが大分
ヨーロッパの方診、出しているが，これも元はカナ

､ダであり，一方我國の貿易勘定から見れば毎年数
億ドルの援助をアメリカから黄って迂妻を合わせ
･ている状態だから，なかなかその変現は容易では

,あるまい。た営職出品の原材料としては内地に得
』ら#I,いよ．うなものだけがいくらか入･っている｡(例
えば，輸出大型劉珊皆用木材は半製品で約7寓石｡）

結局，現在どの位伐採しているか，用材につい
て見ると,､23年度は7,000寓石と云う標準の2懐

程度で,これでは前造墜だうれきべきである。今
後森休の伐深を弧力に調轆すべきであると主張さ
れるのももっともな次第である。

上の欺量、うち,造船に向けられるのが約4％，
260寓石程度でその犬蔀分はいわゆる造船用材で
あり，これについては曲ったもの，長いもの；太
いもの等逓要し,叉造船病で扱う船の大きさが常
艇鍵ろので，識め製品で貯えることが經濟上むつ

かしいため，原木で供給されることを雲する等特
異な面たもっている。從って叉造船朋材の割鴬に

鵯しても，何縣の需要者が何縣の松転何石，何縣

の杉を何石及び何縣の櫓を何石要ると･いう要望

と，木材の生産力と楡逢力から見た，何縣から庭

何縣へ何を何石出す虫,､貴電計書とをうまく折合わ
せることが必要なのである。その_E現物化の頃に

なると，水害があったり雪が降らなかったりして，、

生産や輪鍾の事情が鐙ることがあり,：しばし僅一

郷の計謹を組み替えなければならない｡｡又木曾の

槍，､秋田の杉，青森のひぱ及び北海道の澗葉樹に

ついては要求が多いので，重要産業（勿論港艘業

も含まれる）への#聡遼確保するため特に詳細な、
計霊が必要である等面倒漆多い。 q

× ×，×

今後の木材需給状況は如何というに。前の復興
5ケ年計謎では，過伐にはなるけれども經濟復興．
には必要であるというので’十分造林計謹，治山
治水計謹を前提として大鴨23年度と同程度の卿
字を維持することにしていた。これは最近の經濟
政策惰勢の急鐙に件ひ鐙るかも知れないが，その
方向は決して樂な方である筈がない。造船用材の

特質上その有力な側聡源は園有森であるが，そこ
でも寅際に良材は次節に得に〈Lなりつムあり，
その方面の關係者としてはこれを重要産業のため

に確保したいと望んで居り，そのためには何か心
方策が要るのでないかと考えぢれてゐる様であ
る。

造船關係者としても営然最適材の合理的使用に
より，良船を安‘贋に造るように努力すべきであり，
關係筋と。協力が望まれる次第である｡(24~3-蝿

（遡聴省官房企蚕課〉
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「メ－力－」－覧表（其七）

船用品製造關係孔･…船用品工業會所風〔東京都中央唾日本僑人形町1ノ1船用品合館内〕

１
－

、

｜主要製
ヂ
會祗名 所 在地

､

Iゴ
I』口一

一
4

1
大日本救命艇株式含壮東京都千代田睡丸ノ内.2ノ14仲11號館2雛救命艇，博馬船，ヨツ1､等

〆

興國船具造船株式會祇東京都葛飾唾堀切町45.‘木製滑車,操舵輪,･木船,船室用家具，
／

造船用埋木

門脇船舶匁物製作所三重縣員辨郡梅戸井村大字梅戸685．．薄玖庖丁，打匁物類一切

日本ハラヂ宗一.ド(株）機賓市中瞳新山下町3ノ7ハツチポード，足場板，シーリング，
溌濱エ湯

船諭内張板，床張板、

日本救命器具株式會疵東京都文京睡駒込西片町10ノイ23教命胴衣，滋命浮蕊．

認駕蔑駕藍蕊鱸騨職撫淵駕:蕊駕灘麓鰯麓龍票火鋳
製作所、

謬

小口株式會祗東京都千代田唾紳田須田町1ノ9木製獅膳木製バケツ，飯椴，桶頬，
一

｜船用装備家具類／-、

日本軽量木材稗式會葹溌濱市西睡北幸町2ノ120・救命浮器，
東京艤装用品株式會祗東京都葛飾唾堀切町648、木製滑車，操舵輪，造船用埋木，

■グ

デツキプラツシ

津臼繊維探弐會祇東京都中野睡宮里町･261帆布,粗布,綿糸,廊索

‐
Ｉ
ｌ
‐
列
１
１
１

●

宅0滴
凸

｜

｜
､

ご

ゲ

ヴ

一

守
り

一
一

も

船 用’品販責關係
〆，〆

一
－

所 在一 ｜”ゞ會祇名

'零碓名
;／

鳥取船用品（株〕

脇鯉・〃〃

岡山〃〃

中國〃〃

地 地

職篭駕号患
尾道市土堂町16

徳庵市津田町郡與三郎方霞
高松市栗鋤,蛤9
唐津市西唐津海岸通"7182ノ‘＃

長崎市五膳町20

熊本縣宇土郡三封町波多4280

宮凝市本町8

鹿兒島市住吉町海岸通 〃

大分縣北海部郡臼杵町大字臼杵

衆京都中央唾湊町3ノ22

機演市西睡花吹町5ノ152
今

聯戸市生田睡東ﾉ11崎町4ノ47

三洋商事〔株）東京都中央唾日本締人形町1ノ1

船用品會館内

刀､樽船用品〔株〕小樽市色内町．7ノ29

北海道〃〃函館市東演町2

蒜森〃〃葡森市大宮安方町171

砺調〃〃酒田市上中町73、

宮城〃〃石巻市胃巻春本町2一

顧島〃〃瀬島螺石城郡小名演字古湊42

新潟〃〃新潟市縁町3331′‘

富山〃〃高剛市伏木湊町47，

石川〃〃七尾市湊町1ノ38
0

~祇井〃〆‘〃，敦賀市蓬莱町241
〆

三和商工(株〕名古屋市港麗潅木町5ノ9

三重船用品〔株〕四日市商砂町3491

和歌山""た和舩山縣串本町新町1733

ｰ
一

配

、

7
al

徳島〃〃

香川〃〃

！佐賀〃．〃

長崎〃〃
〆

熊本〃〃

｜宮崎〃〃

鹿兒熾〃〃

大分〃〃

’東京〃〃

概演〃〃

・刷1戸〃〃

〃

一

1

一
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〔23年10月現在〕

～

一

｜’ |認噸数’
日
■
■
Ⅱ
Ⅱ
■
Ⅱ
■
■
Ⅱ
■
●
阜
日
■
■
■
■
■
■
０
Ⅱ
Ｉ
Ｂ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

－

所 在‘、地、．船一主名

、
．

“
’
３
，
２
２
３
１
４
５
３
１
１
２
超
２
記
５

１

重逓噸〔趣〕 術．考
一

甲南汽船〔株〕稗戸市生田厩海岸通5

興迩汽船〔株〕祁戸市生田腫榮町3ゾ26

熊谷組工業〔株〕大阪市西座長堀北遁5ノ4ノ1

日下部汽船(株〕祁戸市生田睡西町36

共榮タンカー〔株〕祁戸市生田唾西町36

松岡汽船〔株〕刺1戸市生田唾海津通2ノ26
〔東京都中央唾日本橘邇2ノ1住友ピル）・廷

丸正減迩(株〕祁戸市生田睡西虹36興館ピﾙ内
明治海遮〔株）洞1戸市生田鹿海岸通3

宮地汽船〔株〕制1戸市生田唾海津通1
武庫汽一船(株〕赫戸市生田唾海岸通1．

，内外汽船〔株〕紳戸市生田頤北野町§ノ’1
封,村浅船(株〕紳戸市生田厘西町36輿銀ピﾙ内

〔東京都千代田庭丸ノ内2ノ12〕
柄村汽船〔株〕大阪市住吉睡北加賀屋町275〆

掴本近海汽船〔樵〕祁戸市生田睡浪花町22
．（東京都醇央睡京橘1ノ20閏際ビル内〕

伺新化學新居演新居演市乙3’
・日新汽船〔株〕大阪市西腫南安論川通2ノ23

〔東京都江衆睡深川佐賀町1ノ24）．、
大識海浬〔株〕大阪市東睡北久太郎町3ノ15日本紡繊協會内
大阪商船〔株〕大阪市北睡宗是町､’

〔東京都中央睡京橘1ノ2関際ビル内）
羅昌海運〔株〕祁戸市生田睡築町邇4ノ3同和ピル
三光汽船〔株〕大阪市西塵江戸堀上邇x日海ピル〃

‐〔東京都千代田睡丸ノ内3ノ12仲3雛舘〕
"!LL汽船〔株〕禰戸市生田唾海岸通5･〔東京都千代田睡丸ノ内2ノ10）
井華談業別子新居渡市乙1審ノ1
羅戸内海船舶
淑戸内海運(株〕神戸市.生田唾海岸通4ノ19

へ．菅谷汽船〔株〕紳戸市生岡睡元町邇3ノ’86.f
新日本汽船〔株）禰戸市生田唾北野町3ノ11

新港商船〔株)隷辮藍綴鍔繍町Ⅲ′』′'〕
大平汽船(株〕祁戸市生田睡榮町通3ノ26

大興汽船〔株〕祁戸市生田唾明石町38

泰邇産業海運(株了祁戸市生田腫北長狭通’ノ’6
夫騨海運〔株）赫舟戸市生国睡榮町遁2，40

〆

繍瀬汽船("W懸議職撫忍舳0,′7)
、

纈騨鶏'雛蕊駕紬噌,2，
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語一事1sWP|湿璃総主一

鶴
瑞光丸ZO10IKF29
富士丸FO51IKF16
千種丸XU412TL

F

竣工
年月 |’ 總噸認単長×幅×深(”|主織馬力I速力

戸

698940180.45×30.51×14.76IR50018(10)
580770170.串×28.83×13.75IRSD0I8．5<11)
10,32515,387485.92×66.91×39.36IT7,800112.6(14.5)'

｡建造所

占部田熊
三菱溌濱
三菱構濱

1
24－3

ノ
ー

。ﾛ■壷

~ －

‐〔註〕＊印は船舶公園と共有を示す。R(レシプロ),T(ターピン)'.速力は巡航(最大).を示す。

大型識出船（契約濟ﾉ..モノ)_N0.1~(24-3-31現在）
d句ローD■■曲■二一ユq邑一■4■‐
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ｌ
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註 、丈，國
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一ザ
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J－

油‘櫓船

ゾマP-,ク ブイリツ 一
一
船
１
１
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｜貨 船｜諭糟船｜堂物物
ー4巳

崎
０
０
ｍ

長
釦
如

華
ａ
ａ
蝉

建造造船所
認噸．搬
垂鑓噸数（趣）

器一
Dm･

-d

主〃機及

馬．な
-壷．

'rriaiSpeea(Kn)
契約年月日
起工年月日

引渡~淵〔錫船
鍋‘認

川崎燕戸一
.、13，000
18，000
551ター2.2〃

’70'-10.4〃
39ノー4.4ﾉノ
30ノー1．8〃
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1>17,09塑趣，
了~<茄f顕1う
‘13．8ゞ、
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49二4－9
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2，“5,000
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14.-35

49-2-証9

49－2－20
49－12－祉5

1,075,000
ロイド

１
１
一
一

″
皐
割
″
妙

９
１

〃

－1－1s

－6－孔3
〃

〃

手
手
卿
〃

Ｏ
》
ｎ
Ｕ
夕
〃
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壼
貝
Ｕ
Ｔ
Ｌ

１
０

一

ト

．､編集‘後-記・☆經濟九原則の愛施は厳粛に行徴脇るる造船所として
はあらゆる面かち合理的に迩誉を検討してゆかねばならない．技術者の分鑑
訴る重責をしっかり見極めてゆかねばならない。工業を渚板とする造船所は
工業生達技術が進歩改善しなければ致命的である。科學的な分析検討を徹底
一的にしてほしい。季．

☆振堅も今のま学.では將來の甘本を背負へ群､。おそま言乍ら大型船が外航
可能態様に改善改逵が進められてゐる．－度淡滅に瀕した海運を建直十には
何10年もか麓るときいて來だ。今われわれは辛苦してその遜を踏み乍ら一
歩一歩すすんでゐるのである。民誉移管も愛現されて，船主の今後の努力を
認淘鴫する。
☆戦時中の技術が埋れ去らうとしてゐたことは誠に惜しい。本賎で獺氏よb
寄穂きiTﾉに｢逵船に於ける多逓生産｣は工業技術面に桃る人にとって大いに参
考とならうと思ふ。引きつざ苔この方面の埋れた技術を公表したいと思ふ。
豫約購讃案内種掩の都合で市販は極く少数に限

……｡率麓"御窄･方"繕…御噸塾“{；

I編集委員

井口常雄和辻春樹

横山渉朝永研一郎
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